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エズラ・タフト・ベンソン長老

第13代 大管長に聖任さる

「エンサイン」副主筆

ドン ・L・サ ー ル

11
月5日 ，主は大勢の人が眠 りにつ

いている間にこの地上の主の予言

者，聖見者，啓示 を受 ける者を解任 され，

同時 にご自分の選ばれた僕 をこの地位 に

お就 けになった。 スペンサー ・W・ キン

ボール大管長の死去に伴い，+二 使徒定

員会のエズラ ・タフ ト・ベンソン会長の

肩に予言者の衣が掛けられたのである。

11月6日 の夜明けとともに，キンボー
せいきよ

ル大管長逝去 のニ ュースは ソル トレー

ク ・シティーから世界に報道 され始めた。

同日の夕刻には南米か らインド洋にまで

行きわた り，世界中の忠実な末 日聖徒 が

いた

その死を悼んだ。

キンボール大管長 は，11月5日(山 岳

標準時)午 後10時8分 ， ソル トレーク ・

シティーの繁華街 にあるアパー トで，老

衰 により他界 した。大管長 は，3月28日

で90歳 を迎えたところであった。

カ ミラ夫人は，令嬢オ リーブ ・ベス ・

マック，義妹 ウイニフレッド・アイ リン

グ，長年秘書を務 めたD・ アーサー ・ヘ

イコック， そして看護婦 と共に大管長 に

付 き添 っていたが，大管長の死 に接す る

や直ちにベンソン会長，ゴー ドン・B・ヒ

ンクレー第二副管長に連絡 した。

　

それが ら数 日の間，世界中の教会役員，

会員，政府や業界の指導者，宗教関係者

らか ら，次々 と哀悼 のメ ッセージが寄せ

られた。その中には，ロナル ド・レーガ

ン合衆国大統領か らキンボール姉妹 にあ

てた手紙 もあった。 かつて レーガン大統

領は公式の声明の中で， キンボール大管

長の 「紳 と祖国 に対する愛 は，私 たちす

べての轡肇感動 させ る。……それは私 た

ちに吹 き塔 まれ る霊感である」 と語 った。

11月 婁轟 キンボール瀦篤長の遺体 は，

定めら鋳 彪とお りの方式に則 って教会執

欝 璽ルのロビーに安置され，一般の弔間』
を受 け た 。 こ の 日， 午 後10時 ま で ，4万

ひつぎ

人以上の人々が枢 の前に列を作 り，キン

ボール大管長 と最後の別れを惜 しんだ。

教会執務 ビルのロビー受付横の棚には

小さな額が置かれてお り，かつて大管長

を務 めた偉人の不屈の精神 と前向きの姿

勢 をうかがわせる。キンボール大管長の流

れるようなサインのエッチングの横に置か

れたその額には 「Don'tquit(歩 み を止 め

てはならない)」 と書かれている。

「先覚者 として働 かれ
，皆に愛されたス

ペンサー ・W・ キンボール大管長」(十 二

使徒評議員会会員 の二一ル ・A・マックス

ウェル長老は，11月9日 ，葬儀 の開会の

祈 りの中でキンボール大管長 をこう呼 ん

だ)は ，老齢 と病 に苦 しみつつ も，決 し

て歩みを止めない人であった。

ベンソン会長は葬儀 の席上，キンボー

ル大管長の在任期間中に教会が多くの面

で進展 したこと，すなわち，七十人第一

定員会の再度の設置，すべてのふさわ し

い男性 に神権が与 えられるとの啓示，教

義 と聖約のふたつの啓示の追加(日 本語

の聖典では，「ジョセフ・ス ミス 日の

光栄の王国に関する示現」と「ジョセフ・
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F・ ス ミスー 死者の照いに関する示現」

のふたつが 「高価 なる真珠」 に付加 され

た啓示として収められて いる)，200万 人

もの人々の改宗，ステーキ部数 の1.5倍

増，世界中に神殿が建て られ運営 される

ようになったこと，そうしたことに伴 っ

て世界的 に伝道活動が進展 を見たことな

どに触れて， キンボール大管長をたたえ

た。

ベンソン会長は言 った。「私がスペ ンサ

ー ・ウー リー ・キンボールを愛 している

と言 うときには，本当に心からそう言っ

ているのです。」このふたりは，1943年10

月7日 に十二使徒定員会 に召 されて以来，

同評議会で共 に働 いできたのである。

ベンソン会長は次のように語った。キ

ンボール大管長の生涯 と言えば，「謙遜 に

主を信頼 し」「リーハイの息子や娘 を深 く

愛 し」「罪 に染 まった人々 に対する勧告 と

関心，思 いや り，愛 によって，多くの人々

に静かな赦 しの奇跡をもたらす」生涯で

あった， と。

キンボール大管長の葬儀 においては，

ベ ンソン会長のほか にも， ヒンクレー長

老，十二使徒評議員会 のラッセル ・M・

ネルソン長老，バーバラ・B・スミス前中

央扶助協会会長，ヘイコック兄弟，令息

アン ドリュー ・E・ キ ンボ ールが話 し

た。

閉会 の祈 りはハワー ド・W・ ハンター

長老，墓の奉献は令息エ ドワー ドが行 な

い，令息 スペンサー ・L・キンボールが家

族の祈 りを捧 げた。

土曜 日の葬儀 の日，風向きが強くめまぐ

るしく変わる天候の中，葬送の人々はに

わか雪に見舞われながらも， ソル トレー

ク ・シティーの共同墓地で行なわれた埋

葬式 に参列 した。キ ンボール大管長の墓

は，ハロル ド・B・リー大管長，デビヅ ド・
の

0・ マ ッケイ大管長の墓 からあまり遠 く

ない所 に設けられた。

翌 日曜 日，十二使徒定員会はソル トレ

ーク神殿 に集 い
，大管長会の再組織 につ

いて話し合 った。 この神聖 な業 は主の宮

居の中で行 なわれる。 ここにおいて，エ

ズラ ・タフ ト・ベンソン会長は教会 の大

管長 として聖任 され任命 された。 また，

キンボール大管長の第二副管長 として働

いたゴー ドン・B・ヒンクレー長老が第一

副管長に，十二使徒定員会の トーマス ・

2

S・ モ ンソン長老が第二副管長 に選 ばれ

た。十二使徒定員会会長には， キンボー

ル大管長の第一副管長 として働 いたマ リ

オン・G・ロムニー長老が召されたが，老

齢 により病弱なため，同定員会 のハワー

ド・W・ ハ ンター長老が十二使徒定貝会

会長代理 として召された。

11月11日 ， 月曜 日に新任の大管長会 が

発表 され，教会執務 ビルでの記者会見の

模様がテレビ中継 された。第13代 大管長

は， ゴー ドン・B・ヒンクレー第一副管長

を右， 卜一マス・S・モンソン第二副管長

を左に して，中央の座 に着 き，壇 に立って

準備 した声明 を読みあげた。、キンボール

大管長のことに触れるとその声は涙にむ

せんだ。 また，ふたりの副管長 について，

そして天父のみ業 に対するみずからの愛

にっいて述べ たときも，声 をつまらせて

いた。

「私 どもはたった今
，神殿 で特別 な集会

を開 き，犬管長会の再組織 に伴 う諸々の

事務を正規の手続 きに従 って整理 してま

い りました。私 どもは昨 日も神殿 に集 ま

りました。そしてそこで，私工ズラ ・タ

フ ト・ベンソンは，十二使徒評議貝会 の

全 員一致の決定 によ づて末 日聖徒 イエ

ス ・キ リス ト教会 の大管長に聖任 され，1

任 命 されました。次いで私 は私の副管長

としてゴー ドン・B・ヒンクレー長老 と ト

一マス・S・モンソン長老 を指名 し
， ヒン

ク レー長老を大管長会 の第一副管長に，

モンソン長老 を第二副管長に任命 いたし

ました。 また，マ リオ ン・G・ロムニー長

老を十二使徒評議員会 の会長 として指名

いたしましたが， ロムニー畏老 はご病気

のため，十二使徒評議会会長代理 として

ハワー ド・W・ ハ ンター長老を召し，任

命 いたしました。

ここで， この召 しに関する感想をした

ためた声明文 を読みたいと思います。

私 は， このような 日が来 ようとは思っ

て もいませんでした。私 は妻のフローラ

と共 に， キンボrル 木管長炉この世 に生

き長 らえられるように，彼のためにもう

一度奇跡が行 なわれるように
， と祈 って

いました。 しかし今 となっては，主が語

られたように最善 を尽 くし， この地上に

おいて主の導 きのもとにみ業を推 し進め

るだけです。

これか ら先，私 どもはキンボール大管

長の死を どんなにか残念に思 うことでし

ょう。

十二使徒評議員会 で，私 は長年彼 の隣

に座 を占めていました。私 は彼 を深 く愛

してい享す。私 は，1彼の深 い愛 と教 えを

・決 して忘れません。

私 の心は，教会員の皆 さん，そして世

界中の天父の子供たちに対 する愛 と哀れ

1985年II月H日 に行なわれた記者会見で声明を読みあげるエズラ ・タフ ト・ベンソン

大管長。ゴー ドン ・B・ ヒンクレー第一副管長(左)と トーマス ・S・ モンソン第二副

管長(右)を 伴って。
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みであふれんばか りです。私 は御父の子

供たちを， どんな皮膚の色の人であれ，

あるいはどんな信条， また.は政治的信念

の人であれ，すべて愛 してい ます。私の

望 みは， ただ主のみこころのままに仕え

ることだけです。

何人かの人が，何か しら期待 を持 ちつ ・

つ，教会 の将来進 むべ き方向について質

問 して こられました。私 はその答 えとし

て，、今 まで主がキ ンボール大管長 を通 し

てはっきりと指摘 してこられた教会の3

つ の使命 をあげたいと思 います。すなわ

ち，福音 を宣べ伝 えること，聖徒 たちを

全 き者とすること，死者 を照 うことの3

つ です。私 どもはこの使命を果たすため

にあらゆる努力を払い続 けるつもりです。

私 どもはこれまマ と同じように，伝道

の責任を果たすよう全会員を励 まして ま

いります。 また，伝道が許されている国

国のみに伝道 の業 を行 ないます。 また，

世界中の会員 に自国の法律を尊、&ミように

勧告 いたします。

また，堅固なク リス チャンの家庭 と家

族生活の大切 さについて強調 いた します。

私 どもは，親 が子供 に聖書， モルモン経，

そのほかの聖典に啓示された福音の原則

を教 えることが，年 を追 うごとに必要に

なって きていると感 じています。

また， これまでと同様，神殿の業 を強

調いたします。主は私たちに，生者 と死
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者のために必要欠 くべか らざる儀式を行

なう責任を託され ました。

また私 どもは全世界 に対 し，末 日聖徒

イエス ・キ リス ト教会 は私 たちの主であ

り救い主であるイエス ・キ リス トに導か

れていると確言 いたします。私 どもはキ

リス トを信 じています。また， その教 え

を神 より啓示された真理 として認め，受

け入れています。イエスが文字通 り神 の

御子であることを知 っています。また，

復活された主として救い主 としてイエス

を愛しています。

私 どもは 『わた したちを救 いうる名 は，

これ を別 にしては，天下のだれ にも与え

られていない』(使 徒4：12)と 信 じてい

ます。

ですから， モルモン経 にあるように，

すべての人々にこう呼 びかけるのです。
み もと

『キ リス トの御許 に来てキ リス トによっ

て全 くなれ。すべて神 のみ こころに背く

ことを捨て よ。…一勢 いと心 と力とをつ

くして神 を愛』せよ， と。(モ ロナイ10：

32)

教会 員の皆 さん， どうか忠実に神の戒

めを守って ください。

私は，私 の両脇 に座 っておられるふた

りのすばらしい副管長 を愛 しています。

またお ふた りに感謝 しています。

私 どもはすべての教会員，に，また， あ

らゆる国々に住 む天父の子供たちに，私

どもの愛をお伝 えしたいと思 います。

私 は心からこの業 を愛 しています。

私 は，ふた りの副管長 と，全能者の神

聖なみ業 に対 する皆 さんの信仰 と祈 りに，

心から感謝 いたします。

本 当にありがとうございます。皆 さん

の上 に神 の祝福があ りますように。」

記者会見 は15分 足らずの短 い時聞で終

わり，新任の大管長会はその後直ちにみ

ずからの任務 に就いた。彼 らにとって，

その任務 は長年慣れ親 しんだ任務 なので

ある。ベ ンソン大管長は42年 の長きにわ
の

たって教会幹部 として働 いてこられた。

その間，会員数 は100万 足 らずから600万

に達 し，伝道 の業は96力 国，18の 未 編入

地域 または保護領に及んだ。この新 しい

大管長は数十年 にわたる召 しの間に6大

陸の数知れぬ国々を訪れ，世界中の会員

の尊敬を勝ち得てきた。

ヒンクレー副管長 は4年 余 りキンボー

ル大管長の副管長を務め，大管長の容体

が思わ しくなくなってからは，世界の教

会業務 に関 してしばし.ば指揮 を執 った。

彼 は27年 にわたって教会幹部 を務めて き

た。

モンソン副管長 は，22年 間，教会幹部

の席にある。、彼は広範囲 にわた喬責任を

果 たしてきたため，世界中の会貝，特に

ヨーロ ッパの会員の間ではよく知 られて

いる。

ベ ンソン大管長 は，1899年8月4日 ，

アイダホ州 ホイットニーに生 まれ，1926

年9月10日 に フローラ ・ス ミス ・ア ミュ

ーゼ ンとソル トレーク神殿で結婚 し
，2

男4女 をもうけた。

1927年 ， アイオワ州立大学の農学部か

ら修士号 を取得後，ベンソン大管長 は夫

人 と共 にホイッ トニー近郊の農場 に住み，

1929年 ， アイダホ大学 の郡農事顧聞とな

った。 ここでついにワシントンヘの道が

開かれ，農業協 同組合全国協議会の書記

となり，全国農業信用組合のメンバーと

な り，農業協同組合 ならぴに土地供与に

よ り設立 された大学の組織である全米協

同組合協会 の理事会役員 となった。

ベ ンソン長老が十二使徒評議会 に召さ

れたのは1943年7月 ， アイダホ州ボイシ，

ワシン トンD.C.の ス テーキ部長 など，

多くの責任 を果 たしたあとの ことであっ

た。また彼 は，第二次世 界大戦後間もな

3
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くヨーロッパ伝道部の伝道部長に召 され，

伝道の再開や教会員の苦難軽減のために

ヨーロッパで1年 を過 ごした。

1952年 ，彼 はデビッ ド・O・マッケイ大

管長の承認 を得て， ドワイ ト・D・アイゼ

ンハワー大統領の招請を受諾 し，同政権

下で合衆国農務長官の任 に就 き，2期8

年 間この任務 を果たした。 また，アイゼ

ンハワー大統領の指示 により閣僚会議 を

祈 りによって開会することが習慣化 され

たが，その きっか けを作 ったの がエ ズ

ラ ・タフ ト・ベ ンソンであった。

ベンソン長老 は公的私的奉仕 によって

たびたび表彰 され，バレー ・フォージの

フリーダムズ ・ファンデーションで ジョ

ージ ・ワシントン名誉 メダルを4回 も受

けた。また，1957年 ，合衆国の余剰食糧

でイタリアの食糧危機 を救った功績 によ

り， イタ リア政府最高の勲章であるイタ

リア共和国有功勲章大十字章 を受 け，さ

らに1978年 ，農業 の組織化に顕著 な功績

があったために米国農業連盟 から表彰さ

れた。 また，4つ の大学で取得 した学士

号や修士号のほかにも，11の 名誉博士号

を受け，多くの栄誉 を受 けた。・

教会の奉仕や政府 の仕事 に加 えて，ス

カウ ト活動 に対 する貢献 もよく知 られて

いる。ベンソン大管長 は， スカウ トの成

人指導者 として数十年 も働 いており，米
し もん

国ボーイスカウ ト連盟理事会， また諮問

委員会の役員1として も活躍して きた。ベ

ンソン大管長 は， ポーイスカウ トの3っ

の最高の賞，シルバー ・アンテロープ，

シルバー ・バ ッファローっシルバー ・ビ

ーバーを持 っている
。

ヒンクレー副管長 は1958年4月6日 に

4

十二使徒補助 に召されて以来，ずっと教

会幹部の地位 にあ り，1961年10月5日 に

十二使徒評議員会 に召され，1981年7月

23日 にヰ ンボール大管長の副管長に召 さ

れ，'1982年12月2日 に大管長会第二副管

長 どなった。

1930年 代半 ば，若 きゴー ドン・B・ヒン

クレーは ヒーバー ・」・グラン ト大管長か

ら，教会 のラジオ，広報，出版 に関する

委員会 を組織 し書記 として働 くように要

請 された。 これが今 日の広報プログラム

の前身である。彼 は初めてエ レク トロニ

クスを教会 の広報 に導入 した。教会幹部

に召されたのは，伝道委員会の幹部書記

として働 いていたときのことである。

ヒンクレー長老 は十二使徒定員会の責

任 によ りアジア， ヨーロッパ，南米にお

ける教会の業 を監督 した。また，委員会

の責任によりこの地域 で，神殿，伝道，・

コー リレーション，福祉，神権，軍隊に

属 する会員を管理 し，また1980年 の教会

設立150周 年 には，実行委員会の議長を

務めた。 ヒンクレー長老 は中央教会教育

管理会の教育役員会のメンバーであ り，

教会教育制度の高等教育理事会のメンバ

ーでもある。

ヒンクレー副管長 は多くの会社の役貝

を務め，いくつかの市民団体 でも働 いて

きた。

モンソン副管長 は，1963年10月4日 ，

36歳 の若 さで十二使徒評議貝会 に召され

た。彼 は，中央教会教育管理会 のメンバ

ーであ り
，ブ リガム ・ヤング大学理事会

役員であ り，聖典発行委員会の委員長 で

もある。 また，ユタ州大学聖職理事会 の

理事，合衆国大統領 ロナル ド・レーガ ン

の諸顧 問で構成 される特別調査委員会 の

委員 として も働 いている。

教会幹部 に召 される前，モンソン副管

長は出版印刷業界で働 いていた。彼 はデ

ゼレ ト・プレス社の部長を務め，その当.

時 か ら今 日までデゼ レト・ニューズ社の

社長兼会長 を務 めてきた。 また，ユタ州

販売促進役員会， ソル トレーク広告共済

会， ソル トレータ交易共済会のメンバー

であり，パイオニア ・ステー ト・テ ア ト

ル財団の顧 問で もある。 ま、た，ユタ印刷

業者団体会長，全 米印刷業者団体会長 を

務 めたこともある。

現在 はボ」イスカゥ トの全米役員会 の

役貝であ り， シルバー ・バ ッファロー賞

の保持者である。Ir

ロムニー会長 は，1941年4月6日 ，最

1初の十二使徒補助 に召 され
，1951年10月

11日 ，同評議員会 に召された。また，1972.

年7月7日 にはハロル ド・B・リー大管長

の第二副管長になり， スペンサー ・W・

キンボール大管長 にも第二副管長 として

指名され，1982年12月2日 には第一副管

長 に指名 された。 また1936年 以来，ほと

んど常 に教会福祉プログラムの旗手であ

った。

ロムニー会長は，若 い頃をメキシコの

農場で過 ごしたが， これは1912年 メキシ

コ独立戦争の折，両親 がこの地 に住むこ

とを余儀 なくされたためである。ロムニ

ー会長は
，父親が学長をしておられたリ

ックス ・カレッジを卒業 した後 も法律 を

志 し，教会幹部 に召 されるまで，郡，.州

自治区， ならび にソル トレーク ・シティ

ーの検事補 を務めた
。

ハンター会長代理 は，1907年11月14日 ，

アイダホ州 ボイシに生 まれたが，若 い頃

カリフォルニア州に移 り住んだ。1959年

10月10日 ， 十二使徒評議員会 に召される

まで，彼は南カ リフォルFア で実業家兼

法人顧問弁護士 として活躍 していた。

また，ハ ワイにある教会のポ リネシア

文化 センターの所長，系図協会の会長 も

務めた。現在 はコー リレーション委員会

の委員，神殿系図評議会 の副会長 として

働いている。

また，いくつかの企業 や不動産会社の

役員，新世界考古学財団の役員 もしてい

る。



大管長会メ ッセージ

スペンサー ・W・キンボール 大 管 長(1895-1985)

この時を越えたメッセージは，最初「聖

徒の道」1979年6月 号に掲載されたもの

です。キンボール大管長は昨年11月に亡

くなられる少し前，個人や家族の学習の

ための新しい大管長会メッセージとして

もう一度掲載するよう指示されました。

本号では，生きておられれば今月で91歳

になられたキンボール大管長をしのび，

ここに再びご紹介します。

この重要な説教は，1977年11月4日 ，

ユタ州オグデン，ウィーバー州立単科大

学で行なわれたものです。

ナ
ザ レのイエ スの教 えの中で強調さ

臼

れているものに次 のものがある。

「わたしがきたのは
，羊に命を得させ，

豊 かに得 させ るためで ある。」(ヨ ハ ネ

10：10)

しか しこの言葉 から，イエスの教 えを

死すべき世 である現世 で， より豊かな深

い経験 をするための方法を教 えてくれる

ものとして限定 してしまうのは間違 いで

糞
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ある。

また，宗教史上 には，人々がキ リス ト教 は来世 のもので

あると間違 って考 えた ときもある。そのような考 え方のた

めに，ある人々は現世に対 して肯定的 というより逆 に否定

的な見方をするようにな り， そのために自分 たちの現状 を

改善 する努力を怠った。

今 日私 たちは，真のキ リス ト教 は現世 のみに重 きを置 く

もので はない ことを思 い起 こす必要 があるだ ろう。1イエ

ス ・キ リス トの教 えを今 ここで生活 に取 り入れることによ

り，現世での生活はより豊かなものとなるが，すべて に勝

るキリス ト教 の核心 は， 人が死 を含 むあ らゆる敵 に打 ち勝

つ機会 を得 ることにある。

ナザ レのイエスがこの世 に来 られたのは，蹟いをもたら

すためであ り，復活を通 して地上のすべての人々 に不死不

滅を与えるためである。イエスの教 えは確 かに，私 たちが

地上で正 しい生活 を送 り， より幸福 になる助 けを与え，イ

エスの偉大な犠牲 は私 たちに不死不滅 を約束 し，私 たちは

死後 も引き続 き自分 自身 として生 きることができるのであ

る。 もちろん復活の事実を受け入れない人々 もお り， それ

は彼 らの権利で もありまた損失でもあるのだが，人生が永 ・

遠に続 くものであることを語 らずして，豊かな人生を語る

ことはで きない。現世 と言われるこの狭い世界の，私 たち

に与えられた短い期間の中で，完全な正義，完全 な健康，

完全 な機会が万人に与 えられることはない。 しかし，恵み

にあずかるにふさわしい生活 をした入々 には，結局神 の計

画 に基づいて完全 な正義が もたらされ，やがてほかの条件

や祝福 もすべて完全な もの となるときが訪れるのである。

そこで現世 と呼 ばれる短い期間の日々の生活の中に， こ

のナザレのイエスの教 えを確実に取 り入れる方法 を知 るこ

とが是非とも必要 になる。

第1に ，ほかの人々に奉仕 することである。そうすれば，

次のよりよい世界に住 むための備 えができると同時に，現

世での生活をもっと意義 ある楽 しいものとすることができ

る。実際に奉仕することによってこそ，奉仕 の仕方は学べ

るのである。私たちは隣人への奉仕 に携わるとき，その行

為 によって人を助 けるばか りでな く， 自分 自身の問題 を新

たな観点から眺めることもできる。関心 をほかの人々に向

ける時間が多くなれば， それだけ 自分 のことをあれこれ思

い悩む時間がなくなる。奉仕 の奇跡の中枢 に， まさしく自

己を捨てる者は自己を見いだすというイエスの約束が存在

するのである。

私たちは日々の生活の中に神の導 きのあることを認 める

とき， 自己を見 いだす。 そればか りでなく，適切 な方法で

隣入によく奉仕すれば， その熱意に応 じて，心の中に充実

感 を覚 えるのである。私 たちは他 人に奉仕すればするほど，

より深 い意義のある， より充実 し，生 き生 きとした人生を

送 るようになる。事実， 自分 自身を知 ることは容易である。

なぜなら， 自分 自身について知 るべきことは数多くあるか

6
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らである。

スコットラン ドの小説家であ り詩人であるジョージ ・マ

ク ドナル ドは，「人と親 しく心 を通わせる方法 は，愛される

こと，ではな く，愛することである」 と語 った。言 うまでも

な く，私 たちは愛されることを必要 としている。 しか し，

縣 簸 唱
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健全な人生としっか りした目的意識を持ちたいと思 ったら，

いつも受 けるだけではなく，'与ネなければならない。

第2に ，イエスの教 えは人生そのものに対 して， また人

生の中の様々な状況 に対 して正 しい見方 を培 ってくれる。

時折，問題を解決するためには，状況を変えるので はなく，

そのような状況や困難に立ち向かう私 たちの姿勢 を変 えな

くてはならないことがあ り， それによって私 たちは，さら

に豊 かな奉仕 の機会 を的確に捕 らえることができるように

なる。

神 は私 たちを心にかけ，いつも見守ってお られる。 しか

し，普通 の場合，私 たちの必要 は第三者 を通 して満 たされ

る。したがって，私 たちは互 いに奉仕 し合 うことが大切 で

ある。私 たちは自己の人生観 を高め，ほかの人々に対する

見識を広めると同時に自己の可能性 を伸 ばしていくときに，

豊かで満ち足 りた人生 を送 ることができる。 この ように，

キ リス トの教 えに従 えば， それだけで私 たちは視野を広め

ることができ，このような広い視野を通 して ますます多 く

の奉仕 の機会 を見 いだして霊的平安 を得 ることができるの

である。言い換 えれば，奉仕のないところに霊性 はないの

である。

当然のことながら，豊かで満ち足 りた人生 とは物質的な

ものを得 ることとはほとんどかかわ りがない。確かに，物

質的にも恵まれ， その富 を使 って隣人を助 けているすばら

しい人々は大勢いる。 しかし，聖典で述べ られている豊か

な生活 とは， ほかの人々に対する奉仕 を増 し，私 たちの才

能 を神 と人類 のために捧 げることによって もたらされ る霊

的な祝福 のことである。

イエ スがこう言われたのは， よく知 られているところで

ある。「これ らの二つのいましめに，律法全体 と預言者 と

が， かかっている。」.(マタイ22：40)こ のふたつの戒めは，

神 を愛することから始 まり， 自分 自身，隣人， そしてすべ

ての人 に及ぶ ものである。これらの偉大なふたつの戒めを

守 り，実行せずして真の豊 かな人生はあり得ないのである。

私 たちの生活が，私たち自身を天父や隣人 に近づけるも

のでなければ， どうしようもない空虚 さだけが残 ることだ

ろう。今 日の多くの生活様式が，家族や友人，仲間たちか

ら私たちを引 き離 し， ただ快楽 と物質のみを飽 くことなく

追求する原因となっているのがその例である。これは何 と

驚くべきことであろう。家族や社会，国家への忠誠を片隅

に押 しやることにより，-幸福 を生 み出すという誤 った考え

の もとに，ほかの事柄 を優先 して追い求めることが よくあ

る。 ところが実際 には，利己心はあまりにはかなく過 ぎ去

っていくむなしい快楽 の追求 にすぎないことが多いのであ

る。快楽ど真実の喜び との違 いは，快楽の中のあるものは

他人の苦痛 を代価 としてのみ得 られるが，喜 びは無私 と奉

仕から生み出され， 人々を傷つけることなく人々 に益をも

たらすということである。
おういつ

このように問題の横溢する世 の中にあって， ほかの人々
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に奉仕するというような簡単 なことをどうしてそうも重要

視するのかと不思議 に思 う人もいる。 しか しイエス ・キ リ

ス トの福音 は，私たち自身を含め， この地球上に住む人々

すべてに対 する見方を変える。それによって私たちは真 に

大切な事柄 を見きわめ，競 って世の人々の注意を引こうと

する， あまり重要ではない様々な事柄 に惑わされることが

なくなるのである。

私たちは人類を変えようとする前に， まず自分 自身が変

わらなければな らない。ある賢人 はこう語 っている。「人は

皆， 自己を改善することを忘れて他人のことに干渉し過 ぎ

る。 その結果，何 ら変 わることがない」 と。豊かで満ち足

りた人生 は自分に始 まり，次いでほかの人々 に広がってゆ

くものである。私 たちが豊 かさと正義 を備 えているならば，

ほかの人々の生活を変 えることがで きる。それは，私 たち

一人一人が立派な人々のよい感化 を受 け
，彼 らがいなけれ

ば得 られない豊かさを受 けてきたことを考 えればわかるこ

とである。

もし私 たちが良き指導者になろうとするならば，私 たち

に奉仕 し，導きと教 えを与えて くれた人々がどんな人々で

あるかをよく考 えてみるべ きである。あなたの人生に最 も

感化 を与えた人 を2，3名 選 んでみていただきたい。人生

の苦難 に直面 したときに彼 らはどのような特別なことをし

て，あなたを最 もよく支 えてくれたであろうか。彼 らはあ

なたのことを心か ら心配し，あなたのために時間を割 き，

あなたにとって必要 なことを教 えてくれたことがわかるに

違いない。

そ して今度は，人を助 けるというこうした基本的な特性

を，あなたの生活の中で具体的 に実践 しているかどうかに

ついて反省 してみてほしい。記憶をたどってみると，心に

残 っている人 というのは特別な技巧 を用いたということは

あまりなく，大抵は愛 と理解 の心を示 し，私 たちのために

時間を割き，模範の光 を通 して道を示すという方法で奉仕

し，助 けてくれたのである。それゆえ今 まであなたがほか

の人々に依存 して特別な導 きと教えを受 けてきたように，

今度はあなたに依存 している人々 に同じことを行 なうこと

が大切であることは， いくら強調 しても強調 しすぎること

はない。真 の愛は決 して無駄に終わることはなく， また真

の奉仕 はどんな場合 にも何 らかの意義があることを忘れて

はならない。

「豊かで満ち足 りた人生」について語 るという召 しを誠実

に果たすためには，次 のことを是非 とも述べなければなら

ない。イエスは，人生 を豊 かで満 ち足 りたものにするよう

にと語 ると同時に，その豊 かさを生み出す福音の基本原則

をも示 しで くださった。人間の苦 しみには，戦争，病気，

貧 困など，数多 くの原因がある。 これらのどれひとつをと

ってみても， その苦 しみは確かにとても大 きいが，私の義

務 を誠実 に果たすためには， こう言わなければならない。

中でも最 も長 く，最 も大 きな苦痛 を伴 うのが罪悪すなわち

7



神 の戒めに背 く行為である。例 えば,結 婚前 の純潔,結 婚

後 の貞節を完全 に守らない人には,豊 かで満 ち足 りた人生

はあり得ないのである。偽 り,盗 み,不 正 を働 く人には,

高潔や正直を目指 そうとする気持 ちは起 こ り得 ない。ねた

みやむさぼ りの気持ちがあっては生活 を麗しいものとする

ことができない。両親 を敬 う気持 ちがなければ,生 活 を真

実の意味で豊 かにすることはで きない。 もっと豊 かで満ち

足 りた生活をするために私 たちに何ができるかもう少 し詳

しく知 りたければ,ま ず自分 の良心 に問 いかけていただき

たい。大抵のことは,そ れで解決 できる。

あなたが何 のために他人へ奉仕 し,あ なたの時間や才能,

財 産を使 うのかを考 え,良 い目的を選 ぶよう注意 していた

だきたい。 あなたが全力を尽 くして自由に奉仕 し,あ なた

と奉仕 を受 ける人々にとって大 きな喜びと幸福 をもたらし

得 る目的は非常に多くあるからである。それに対 し,時 折

もっと流行 に合 い,世 の賞賛を博するような目的 もあるが,

それらは大抵 より利己的な性質 のものである。これ らの後

者の目的 は,神 の戒めではなく,聖 典の中で｢人 間のいま

しめ｣と 呼ばれているものから生 じている。その目的 には,

美徳 と効用 もあることはあるが,神 の戒めを守ることから

生 じる目的ほどには重要ではない。

より豊かで満 ち足 りた人生 を送 るためになさなくてはな

らないことについて考 えれば考 えるほ と,主 キリス トの言

葉 に含 まれる大切な原則 について考 えるようになってくる。

そして主に従って歩むならば,恐 れではなく信仰 によって

生活することができるであろう。もし私たちが人々に対 し

て主 と同 じような見方 をす るならば,人 々 に不安 や恐れを

抱くよりも,彼 らに愛 を示 し,奉 仕 し,手 を差 し伸べるこ

とができる。

若いときには,時 間 はあっという間 に過 ぎ去 る。無 目的

な旅は無駄である。はっき りとした目的地 を持たなくては

ならない。人生に何 を望 むかを決め,そ の目標 に到達 する

ようあらゆる努力を傾 けるべきである。人生はただ飲み食

いした り,楽 しんだ り,お 金を稼いだりすることだけでは

ない。ところが,え てして若い人々は,最 も安易な道を歩

みやす く,｢ち ょうど風 に吹 き散 らされ るもみが らのよう
かい

に,ま たち ょうど帆 もいか りも舵 もなしに波のまにまに漂

う船のように｣(モ ルモン518)な りがちである。

私たちは全 き者 となることにより,こ の豊かで満 ち足 り

た人生を得 ることかできるとパウロは示 した。

私 たちのほとんとは,完 全 とは程遠 い存在である。だか

らと言って,そ れは私 たちが完全 になることができないと

いうことではなく,ま だその目標 に到達 していないという

ことにすぎない。 キリス トも,も ともと完全ではなかった。

しかし,苦 難 に打 ち勝 たれた。飢 えや渇 き,寒 暑,苦 痛,

悲 しみと,ま さにありとあ らゆる苦難 の連続であった。 し

かし,そ の度にその苦難 に打 ち勝 ち,完 全 へと近づいてい

かれたのである。
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パウロはこう語 った。｢そ して,全 き者とされたので,彼

に従順 であるすべての人 に対 して,永 遠 の救の源 とな り

……。｣(ヘ ブル59)

｢な ぜ なら
,万 物の帰 すへ きかた,万 物 を造 られたかた

が,多 くの子 らを栄光 に導 くのに,彼 らの救の君 を,苦 難

をとおして全 うされたのは,彼 にふさわ しいことであった

からである。｣(ヘ ブル210)

完成 への道 は長 く険しく,そ の途中には多くの誘惑が待

っている。一 日で到達 できることではない。勝利を得 るた

めには,不 断の努力を積み重ねなけれはな らない。敵に打

ち勝 ち,私 たち自身の人生の戦いに勝 つためには,永 遠 に

努力し続けなければならない。気が向いたときに少 しずつ

努力しただけでは達成することはで きない。絶 えずしっか

りとした 目標のある正 しい生活 を送 らなければならないの

である。

私 たちにはこのような豊かな人生 を送 る力があるだろう

か。詩篇には次 のような霊感あふれる言葉が書かれている。

｢人 は何者なので,こ れをみ心 にとめられるのですか,人

の子は何者なので,こ れ を顧み られるのですか。

ただ少 しく人 を神 よりも低 く造 って,

栄 えと誉 とをこうむ らせ,

これにみ手のわざを治 めさせ,

よ ろずの物 をその足の下 におかれ ました。｣(詩 篇8

4-6)

人間 は環境に支配 される存在であ り,環 境を乗 り越える

ことはできないと言う人がいる。あきらめ,失 敗,あ らゆ

る不道徳,そ してさらには弱点 や犯罪す らも正当化 しよう

とする人々は明らかに間違 っている。幼年および青年期の

環境 が影響力 を持 っていることは確 かである。 しかしそれ

にもかかわらず 自由意志を持 っている普通の人間ならだれ
かい

にで も,川 の流れに逆 らって擢 をこぎ,新 たな活動や思い,

発 展の翼 を広 げる力が備わっているはずである。人は自分

自身 を変 えることができる。 いや,自 分 を変えなければな

らないのである。

アブラハム もそうであった。彼の家族 は偶像 を崇拝 して

いた。しか し,ア ブラハムは真実の生 ける神を礼拝する人々

のために神権時代を開いた。 モーセは貧 しい奴隷の境遇 の

下に生 まれた。 しかし宮殿で育て られ,多 くのすばらしい

機会 に恵まれた。そして,人 が到達 できる最高位にまで上

げられ,神 と共 に歩き,神 と語 ることができた。

タルソのサウロは生 まれてからそれな りのしつけと訓練

を受けたが,自 分 自身を完全 に変 え,主 の使徒 になった。

パウロはコリン ト人へ次のように語 った。｢し かし,す べて

競技をする者 は,何 ごとにも節制をする。彼 らは朽 ちる冠

を得るためにそうするが,わ た したちは朽 ちない冠を得る

ためにそうするのである。｣(1コ リント9:25)

この ように自分 を変える鍵 となるのが克己である。人は

皆,自 分 の生活 を振 り返 り,自 己の希望,欲 望,熱 望 を吟

8
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チャーチニューズ

ることがわかるで しょう。

人生 に責任が増えるにつれて,時 間を

上手に使うことがますます重要 になって

きますが,物 事 を効果的に行 なうための

コツを一つ一つ身につけるように努める

ならば,私 たちはこのチャレンジに対処

し,主 のみ業に一層の貢献 をす ることが

できるでしょう。

決意5:真 理や知識に対する愛を深める

この世に持っているもので来世 にまで

持 って行けるものはそう多くはあ りませ

ん。その中に知識 という宝があります。

イエスは両親 のヨセブとマ リヤに連れ
すぎこし

られて過越 の祭のためにエルサレムへ上

りましたが,そ のとき一緒 に上京 した人

人の中には祭が終わらないうちに帰 った

人々があったようです。 ヨセブとマリヤ

は帰 り道 かな り行ってからイエスがいな

いことに気づ きました。 そこでエルサ レ

ムへ引き返 したところ,イ エスはユダヤ

人教師たちの中におられました。12歳 の

イエス･キ リス トは向学心 に燃 えていた

のです。

それはジョセブ･ス ミスも同様でした。

14歳 のときに真の教会を捜 し求め,答 え

を見いだすまではあきらめようとしませ

んで した。生涯 にわたって示 した学 ぶこ

とへの熱意 は,ジ ョセブ･ス ミスのすば

らしい特質です。

この精神 はジョセブ･ス ミスがいろい

ろな国の言葉 を勉強した ことにも示 され

ています。ジ ョセブ･ス ミスは実用的な

ヘブライ語 の知識 を持 ち,し ばしば ドイ

ツ語の聖書 も勉強 しました。 また,主 の

助けを得 てエ ジプ ト語 を判読することも

で きるようにな りました。聖徒たちへの

説教 の中で12力 国語 ぐらいを取 りあげ,

｢も し長生 きしたら
,こ のすべてをマス

タ～するつもりである｣と 述べています。

この1年 が皆様 にとって進歩の年とな
ドへ

り,一 層効果的 に働 くことができますよ

うに。 どうぞ立派な目標 を立ててくださ

い。固い決心 をもって熱心に努力 し,祈

るならば,必 ずや目標 は達成できます。

鉄 の棒 は,あ らゆる目標の中で最大のも

のである永遠の生命へ と導いて くれます。

皆様一人一人がその鉄 の棒 にしっか りつ

かまって,ま っすぐで狭い道 を進んで行

かれ ますように。

｢朝の静寂の国｣韓国

にソウル神殿献堂

●セッションの合間に韓国

の教会員とあいさつを交わ

す七十人第一定員会会員の

菊地良彦長老

･麟鍵 雛 ･

凝
慧

難
E賑 内

癖轟癒鍵噸 騨 醸

で 響 野

轟 隔 憾 も

一擁

勝も庵

嚢,
鍵撫 畑 触

繊

噸

,

覧

寒 賑7童謂濃 蒔1欝
新 しい時代の夜明けを迎 えた。10億 人以

上の人口を擁するアジア大陸における最

初の神殿が献堂 されたのである。

12月14日(土 曜 日)に はふたつのセッ

ション,15日(日 曜 日)に は4つ のセッ

ションが行 なわれ,韓 国の42,000人 の教

会員のうち12,700人 が集 った。

最初 のセッションの前には短 い定礎式

が行 なわれ,朝 鮮半 島や中国大陸の教会,

神殿 に関する歴 史,資 料,写 真 などが金

属製の箱 に収められ,密 封 して神殿の壁

の中に埋 め込 まれた。

連 日の強風 と,零 下17度 か ら32度 に及

ぶ気温の中で,教 会員の兄弟姉妹たちは･

長 い列 を作 り,中 には献堂式 に出るため

に1時 間以上 も待 っている元気な教会員

もいた。 また跳びはねたり手 を叩いた り

して体 を暖めようとしている教会員 もい

た。待 っている人々は互 いに体 を寄せ合

い,交 替で内に入 っては体 を暖めていた。

中には讃美歌 を歌 い,霊 を暖 めていた人

もあった。

献堂式 の管理に当たったゴー ドン･B･

ヒ ンクレー第一副管長は,韓 国の入々 と

の長期 間 にわた る交際 を懐か しんでい

た。 ヒンクレー長老 は,韓 国国民は侵略

や戦争 による苦難 を受 けてきており,そ

のため平和 をこよな く愛する穏やかな民

であ り,ほ かの どの国においてよりも,

韓 国において多 くの涙 を流 したと述べて

いる。

献堂式で ヒンクレー長老 はこう述べ た。

｢私 が最初 に韓 国に来 たのは25年 前でし

た。私 はそのとき50歳 で,現 在 は75歳 で

す。私 は韓国 に来て年 を取 りました。 ま

たこの地で多くの経験 をしました。つら

いこともあ りましたが,多 くはすば らし

いことでした。会貝数が非常に少な く,

み業 もまだ十分 に進 められていなかった

当時は,毎 日が苦闘の連続で した。韓国

2
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腱

が広 められています。 しか しこのことに

より,さ らに新 しく大きな広が りが生ま

れるのです。｣

七 十人第一定員会会貝 であ り,ア ジア

地域会長のウィ リアム･R･ブ ラ ッ ドフォ

ー ド長老は
,韓 国での戦争に触れ,｢こ の

み業の明確 な方向づけをするためにも,

この戦争は必要 だったように思 えます。

…… この神殿 の献堂 式に参加 して いる

方々の大部分 は,韓 国における教会員の

最初の世代 です｣と 述べた。

また開拓者だった彼 自身の先祖 に敬意

を表 し,こ うつけ加 えた。｢私 は韓国にお

いて末 日聖徒 の最初の世代 である皆 さん

にお尋ね します。皆 さんのお孫さんやそ

のお子 さんたちは,皆 さんのことを何 と

言うで しょうか。皆さんの人生 は,'昇 栄

への道を彼らに示す もの となるでしょう

か。私 はこの神殿 を建てるためになされ

た皆 さんの献身と犠牲 を見て きました。

神殿 は完成 し,今 み業が始 まろうとして

います。皆さんの働 きと献身はこのみ業

の一端を担うものです。｣

七 十人第一定員会会員であり,ア ジア

地域会長会の第一副会長であるヤコブ･

デ ィヤガー長老は,家 族 を永遠 にひとつ

に結 びつける神殿 の儀式 と誓約 について

こう述べている。

｢教会では 『家族は永遠です』という言

葉 をよく使います。 これはただ父や母,

または子供たちだけのことを言 うのでし

ょうか。あるいはもっと広い意味がある

のでしょうか。天 の王国が組織 されるの

は,こ の幾世代 にもわたる家族によって

なのです。

きょうこの神殿の中にいる多くの方々は

4

各 地 の た よ り

●ソウル神殿 に4部

屋ある｢結 び固めの部

屋｣の ひとつ(1985年

12月22日 付｢チ ヤー

チニューズ｣よ リ転

載)

シオン山の救 い手 となるで しょう。先祖

の業績が生活の中に重要な影響を及ぼ し

ているこのアジアにおいては特にそうで

す。この神殿 は祝福 とな り,力 となるで

しよう。｣

七 十人第一定員会会員であ り,ア ジア

地域会長会の第二副会長 であ り,ワ シン

トン神殿の設計者であるキース･W･ウ

ィルコックス長老 は,神 殿 を｢光 の宮居｣

で あり,知 識 と学問と理解の源 であると

語 った。

ウィル コックス長老がワシン トン神殿

の設計 を依頼 されたとき,光 と悟 り.が併

せ持つ特性 と,ダ イヤモン ド形の6つ の
せん とう

角からそびえ立 っている6つ の尖塔を念

頭において設計 したと語 った。｢韓国神殿

もまたダイヤモン ド形の6つ の角からそ

びえ立 っている6つ の尖塔 をその特徴 と

しています。 またその尖塔 は,光 と悟 り

を全地 に放 っています。まことにこの神

殿 はすべてのものに対する道 しるべとし

て立つで しょう。｣

七十人第一定員会会員であり,教 会の

神殿管理部実務部長の役職 にある菊地良

彦長老 は,韓 国を訪問したことのある教

会幹部 について触れた。 まず最初は1921

年 に訪問 したデビッ ド･0･マ ッケイ大管

長 についてである。｢マッケイ長老はプサ

ンに到着 し,列 車 に乗 り満州 まで行 きま

した。彼 はこの美 しい土地に足を踏 み入

れた最初の使徒 でした。私 はきょう彼が

私 たちにほほえみかけていると確信 して

います。｣

菊 地長老はその後,ジ ョセブ･フ ィー

ルディング･ス ミス長老 とハロル ド･B･

リー長老 について話 した。彼 らは後 に大

管長 となった。 また末 日聖徒 の軍人や宣

教師が,韓 国において教会の発展 に重要

な役割を果た したこともつけ加 えた。 ま

.たキム･ホ ー･ジ ク博士 の改宗談 につい

て も話 した。

献堂式でのほかの話者 は,大 管長会特

別顧問のデビッド･M･ケ ネ ディー兄弟,

ロバー ト･H･ス ローバー神殿長 と夫人の

ローズマリー･W･ス ローバー姉妹である。

またヘオ･チ ャエ第一副神殿長,パ ー

ク･ジ ャエ･ア ム第二副神殿長 も話をした。

東京北ステーキ部独身成人合同
｢家庭のタベ大会｣

一 ド部の垣根を越えて
,ス テーキ

ワ 部内の兄弟姉妹たちの間に家庭的
はぐく

な愛や一致の雰囲気を育 もうという目的

の もとに,私 たち東京北ステーキ部独身

成人プログラム評議会会長会 は,初 の試

みである｢家 庭の夕べ大会｣を 計画 しま

した。

この大会が計画された背景 には,2年

前に行なわれた大幅なバウンドリー変更

のために,ス テーキ部内の独 身成人会員

がまだお互 いによく知 らないという現状

がありました。 また,ス テーキ部単位の

独身成人の行事 も少なく,あ っても親睦

を図れる機会が少 なかったという事情 も

あ りました。

そこで私たちは,集 会 は楽 しく,し か

も霊的なものも織 り込み,親 睦 を図れる

ものとなるように計画 し,兄 弟姉妹 たち

の助 けを借 りて準備 していきました。

1月11日 の 当日,参 加者 は10の グルー

｣
…

…
♂

､《
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欝

臨 濁

罐爆

寵

轟
騨ご

犠 毒.

●(左)渋 谷ワー ド部の教会員によるオ リジナル劇｢TRIP:1846｣の1シ ーン(労 音会館で)●(右)渋 谷ワー ド部出演者一同

妹,と 呼びかけたい気持ちでいっぱいで

す。

キャス トの兄弟姉妹は少 しでも良いも

のにしようと,約1カ 月の間,日 曜を除

く毎朝6時 から教会 に集い,練 習 しまし

た。姉妹たちは朝食の準備 に駆 けつけて

ください ました。大道具,小 道具,衣 装

もすべて,｢演 劇 は初 めて｣と いう面々が

担当 し,試 行錯誤を繰 り返 しなが らも,

最 後には皆が驚 くほど立派 なものを作 り

あげていきました。音響 やダンスの振 り

付 けも頑張 りました。ほかのワー ド部の

:方も,チ ケッ トやポスターのために協力

して くださいました。

多 くの兄弟姉妹 の奉仕 がありました。

そして負担 を奉仕に変えて いく中で,自

分 自身をより高 い改宗へと導いた方々を

見ました。直接参加 されない方々 も,お

休み会員に呼びかけるなどして協力 して

くださいました。

私 たちが一番心配 したのは,434の 席 を

どのくらい埋 めることができるか,と い

うことでした。ふたを開けてみると8割

近 く埋 まっており,300名 以上 の方々が見

に来 てくださり,と ても感謝 しています。

インディアンの踊 りや大道具,効 果音

などが好評だったようです。｢良 かった｣

｢ま たやってほしい｣な どの声をいただ

いたときは本 当にうれしく思 いました。

長い間お休みされ,今 回一通の手紙で足

を運 んでくださった兄弟 も,｢自 分の命 を

人のために捧 げる大 きな愛 を教 えられ

た｣｢ク リスマスは教会 で過ごしたい｣と

アンケー トを寄せ られました。

このイベン トの意義 をよ り大 きなもの

にするため,働 きかけを継続 していくつ

もりです。 また,最 初か ら一致があった

わけではあ りませんでしたが,監 督会が

いつも励 ましてくださ り,ま た多くの兄

弟姉妹の奉仕があり,私 たちは自分 の信

仰の裏づけを与えられた気 さえします。

このよ うな機会 を通 して,天 父 とイエ

ス･キ リス トを証 することができました

ことを心か ら感謝 します。(東京南 ステー

キ部渋谷 ワー ド部｢TRIP:1846｣実 行 委

貝･阿 部隆行)

心の豊かさを知った

キャロリングの夜 盛岡地方部八戸支部

酒井 由紀子

に出てみると,空 気は冷た く乾い

外 て,フ ーッと息を吐 くと真 っ白に
見えました。暗い空 を見上げれば,満 天

の星が美 しく輝いています。 とて も静か

な夜,1985年12月24日 ク リスマス･イ ブ。

私 は自分 に｢今 年 はすばらしいキ ャロリ
ぴ よリ

ング日和 だなあ｣と つぶやきました。下

を見るとうっす らと雪 も積 もっています。

今年 もまた,は まなす学園の子供 たちに

会 えると思うと心が温かくなってくるの

を感 じました。

教会に行 くと,も う兄弟姉妹 やお友達,

宣教師が集まっていてにぎやかで楽 しそ

うです。やがて一室に集 まり,開 会を し

てから配車や道順 の発表 を聞 き,そ れぞ

れの車に乗 り込んで,さ あ,出 発進行。

最初 は,は まなす学園。(身 体の不 自

由な子供たちが機能訓練 している施設)

私 た ちが到着 す る と,子 供 たちも集 ま

ってニコニコしなが ら,｢今 年 も来たね

一｣と いう感 じで迎えてくれ
,お 互いに

｢こ んばんは｣と か｢こ んにちは｣と あ

いさつを交わして 『聖 しこの夜』 や 『神
こ よい

のみ子は今宵 しも』を歌い ました。

姉妹 たちの楽 しい踊 りや神権者のかわ

いい猫 の手品,宣 教師の手品もあって,

子 供たちがとて も喜んでくれ,サ ンタさ

んがプレゼン トのお菓子を渡す頃にはす

っか り友達 になることができました。

最後 に子供たち一人一人と握手 しまし

た。小学1年 生 くらいのかわいい小さな

子 もいて,何 だか胸がいっぱいにな りま

した。 この子たちが,楽 しくて温かいク

リスマスを過 ごせ ますようにと心か ら願
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｢世 界一すてきなク リスマスのタベ
にどうそ……｣と 教会の近所約

2,000軒 に,宣 教師たちは地図を片手 に配

り漏れのないように配慮 しながら案内状

を配って歩 きました。ただポス トに入れ

るだけでなく,本 当に真心か ら招待 した

い気持 ちを伝 えて手渡 して歩 きました。

教会の下半期のテーマが伝道で したの

で,堺 ワー ド部ではすべてのプログラム

を伝道 に結 び付 けてきました。 その締め

くくりとして,ク リスマス･オ ープンハ

ウスを計画 しました。

今回のク リスマスのタベでは,近 所の

方 に気軽に来ていただけるように,駐 車

場 に仮設のステー ジを作 り,教 会の外の

壁 に大 きなクリスマスツ リーのイル ミネ

ーションを
,そ して来てくださった方 に

暖をとっていただけるように,3つ の ド

ラム缶 に火 を燃や して,音 響設備 を準備

しました。

いろんな心配があ りました。風が強 く

吹 いて も ドラム缶の火 は大丈 夫か なP

雨 が降ったら外でのプ ログラムはできな

いし,人 は大勢来てくれるかなPな ど

など……。しかし,そ んな心配 も開会時

郵

燕 攣 匁

刻 には,す っかりなくなっていました。

風はピタ リとやみ,空 は快晴,ま んまる

いお月さんが真上 から照 らしてくれてい

ました。神様が助 けて くださっていると

強く感 じました。

開会行事 が終わって初等協会の子供た

ちのコーラスに移 ります。赤 々と燃 えて

いる ドラム缶の火で子供 たちのほっぺが

真っ赤です。白いケープを肩にかけた子

供たちはまるで天使が歌 っているようで

した。

独身成人の準備 でゲームを楽 しんだあ

と,宣 教師のスキット,寒 さを忘 れて50

分程 の時間を過 ごしました。その後子供

たちは2階 のホールで,青 少年の作 った

イエス様の紙芝居 を熱心 に見てか ら,お

待 ちかねのサンタクロースの出番を今か

今か と心待 ちにしていました。やがて,

い っぱいプ レゼン トの入 った大きな袋 を

肩 に,サ ンタクロースがやって来て,子

供 たちは大喜 びです。

一方
,大 人 の方 には礼拝堂 に集まって

いただいて,イ エス･キ リス トの生涯の

スライ ドをお見せ しました。間に入る聖

歌隊の美 しいクリスマスの歌は,集 まっ

たすべての方 の心 に深 く残 ったことと思

います。

最後 に,私 か短い話をさせていただき

ましたが,そ のときは何 人もの方が涙 を

流 してお られ ました。 イエス･キ リス ト

の腰いについて証 をしているとき,本 当

に強いみたまを感 じま した。

今までにもいろいろなプログラムを行

なってきましたが,近 所の方々が200余 名

も集 まってくださったのは初 めてで した。

250名 もの人々 に,準 備 した リフレッシュ

メ ントが隠れて見えないほどでした。終

わってから礼拝堂のいすに腰掛 けて心の

底 から感謝の涙 を流 しました。文字 どお

り｢世 界一すてきなク リスマスの夕べ｣

で した。

堺 ワー ト部 の会員 と宣教師に心から感

謝 し,彼 らを誇 りに思 っています。 また

神様が助 けてくださったことを心からへ

りくだり感謝 しています。(レポーター

堺 ワー ド部監督･小 松忠)

初等協会の子供たちによるミュージカル
｢イエスさまのおたんじょうび｣

名古屋ステーキ部春日井支部

築 の教会堂を10月 にいただいた春

新 日井支部の会員 にとって,昨 年の
クリスマスは特別なものでした。私 たち

は,教 会堂の建築 中か ら,近 所の方々へ

のオープンハウスを兼ねたすて きなクリ

スマスパーティーを催 したいと話 し合 っ

ていました。

このパーティーで初等協会 は,ミ ュー

ジカル｢イ エスさまのおたんじょうび｣

を上演することにしました。 これ はマ リ
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なること,時 間を正 しく管理 することを,

伝道部長みずからの実践を もって強調 さ

れてきました。また,私 たちは｢人 の魂

を救 う｣の であり,バ プテスマの数だけ

に捕 らわれすぎてはならないこと,す な

わち真の改宗 を得 るためにはバプテスマ

を受 けた人が活発な状態で教会にとどま

らなければなりません。そこでコンバー

ト･リ テンション･プ ログラム(改 宗者

を維持するプログラム)が 設定されてい

ます。

しかし,伝 道部 の規則の変更,次 から

次へと繰 り出す様 々なプログラムと,宣

教師がそれ らの大きな流れに押 し流 され

てしまっては何 にもな りません。 そこで

伝道部長は一人一人が｢日 の光栄 の宣教

師 になるプログラム｣を 発表 しました。

141名 の宣教 師は主のみ手に使われる良

き道具,清 き器 となるべく日の光栄の宣

教師になることを祈 りの中で決意 し,そ

して毎 日,信 仰 に信仰 を重ね,努 力に努

力を重ね,成 功 に成功を重ねています。

次にあげる例 は一致することの大切 さ

と,そ れがもたらす大 きな力,そ して天

父が私 たちの祈 りを確 かに聞き届けて く

ださるという証 を強めさせ られた経験で

す。

伝道部ではほぼ毎 月,あ る特定の 日を

設定 し,早 朝同じ時間,北 海道で働 くす

べての宣教師がそれぞれのアパー トでひ

ざまずき,心 を合わせ,ひ とつの祈 りの

輪を作 り,同 じ目的を持って祈 ります。

●
札
幌
伝
道
部
で
働
く
宣
教
師
た
ち
。

左
下
が
野
萩
裕
弘
長
老

鰹
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その 日の伝道部 の祈 りは｢準 備 のできた

人々を主が私 たちのもとに送ってくださ

るよう願う｣と いうものでした。 さて,

この 日に一体何が起 こったで しょうかP

た くさんの人々が宣教師に声をかけ,電

話をかけ,宣 教師アパー トの ドアを叩い

たのです。

先 日札幌でバプテスマを受けた姉妹 は,

以前2,3回 宣 教師からレッスンを聞い

たものの,間 もなく宣教 師から離れ,そ

の後半年ほど音信不通 となっていました。

しか し,あ る日,宣 教師からもらったモ

ルモ ン経を同じ職場 で働 く教会員の所 に

持 って行 き,も う一度福音 を聞きたい旨

を伝 え,そ れを機 にレッスンが再開され

ました。

あ とでわかったことですが,そ の 日は

伝道部の祈 りの 日で,な ぜもう一度 レッ

スンを聞 きたい気持 ちになったのか尋ね

たときに｢自 分 でもわか らないのですが,

どうして もその 日そうしなければな らな

いという気持 ちになったのです｣と いう

答 えが返 ってきました。

伝道活動 の盛んなあるキ リス ト教会 に

14年 間通い,近 々その教会 に加入する予

定であったある男の人の家 に,旭 川の宣

教師がモルモン経 を携 えて行 きました。

宣教師は福音 を伝 え,監 督 の証 の書かれ

ているそのモルモン経 を渡した ものの,

そ の数 日後 には｢悔 い改めなさい!｣と

いう強い言葉 とともにモルモン経 を突き

返 されてしまいました。 しかし,そ の祈

10

りの 日,そ の人は宣教師アパー トの ドア

を叩 き,や がて真実の教会 の会員 となる

べく,バ プテスマを受 けたのはその後 し

ば らくしてからのことでした。

滝川では,あ るとき友人から送 られ,

4年 間本棚の中でほこりをかぶっていた

モルモ ン経 に昨年 の4月 頃手を伸 ばして

以来,半 年問に7回 読み返 した男の人が

いました。その人が電話帳で宣教 師アパ

ー トを調べ
,電 話をかけたのも,そ の祈

りの日でした。 この人 もまたバプテスマ

の水 をくぐったのは言 うまで もありませ

ん。

人が真理へと改宗 する奇跡には目を見

はるものがあります。函館では90歳 にな

るお じいさんがバプテスマを受 けました。

また,20数 年 間,あ る宗教団体 で活発 に

活動 し,指 導者まで務 め,さ らには10数

の宗教教派 を論破 してきた人が,宣 教師

から発せ られるキリス トの純粋 な愛と光

により,主 の前にへ りくだ りバプテスマ

の門をくぐりました。釧路 で働 くある姉

妹宣教師は街頭伝道中,全 身を大 きな手

のようなもので｢ド ン｣と 押 され,よ ろ

めき立 ち止 まったす ぐ目の前の人 に声 を

かけました。その見えぬ手 は宣教師を使

い,そ の人を改宗 にまで導 いたのです。

改宗するすべての兄弟姉妹がすんなり

と教会 に入 ったわけではあ りません。 ほ

とん どの人が什分の一,知 恵の言葉,両

親の反対,安 息 日などの問題や障害を持

ちながらも努力 し,宣 教師の信仰,会 貝

の助け,そ して神様の導 きにより,一 つ

一つ解決 してきたのです
。

この力強く進む主のみ業 はだれも阻む

ことがで きません。たとえ小 さな者の口

による とも,こ の末 日に予言者 ジ ョセ

ブ･ス ミスを通 して回復 されたイエス･

キ リス トの永遠の福音 は,す べての人々

に宣べ伝え られていきます。

やがていつの 日かこの北の地でも選民

がそれぞれのシオンに集め られ,聖 徒 た

ちの準備が整 い,王 国の基がより確かと

なったときに,主 ご自身がその｢宮 居｣
くわ

の鍬入れ 式 をなさ って くださることを

願 ってやみませ ん。(の はぎ･や すひろ

1959年 生 まれ,東 京北ステーキ部 中野ワ

ー ド部 出身)
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各 地 の た よ り
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●高松城跡の埋蔵文化財調査現場

職業と信仰シリーズ⑳

埋蔵文化財発掘に当たって
主から与えられた才能を伸ばす
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高松ステーキ部丸亀支部 池内 右典

年 前 に,教 員 か ら,畑 違 い の埋 蔵 文 化 財 発 掘 調 査 の 仕 事

3 に従事するようになりました。
当初は考古学のことはほとんどわからず,暗 中模索の毎 日で,

早 く学校現場 に復帰 したいと,そ ればかりを願っていました。

しかし,主 は私 たちに,才 能 は機 を逸することなく,伸 ばせ る

ときに伸 ばすようにと教 えられています。

使徒 パウロは,私 たちがキ リス トの福 音を受け入れることに

よって,キ リス トの体 とな り,各 々,人 は異 なった賜 を受 け,

キ リス トの体 として正 しく働 くための責任 があると言っていま

す。(1コ リント12参 照)

つ まり,私 たちは,主 が人 にお与えになった賜,才 能を伸ば

していかなければな らないわけです。た とえ,た ったひとつの

才能であって も,人 はそれを伸 ばすことを求められています。

そうすることにより,主 の来 るとき,そ の才能 にいくば くかの

ものを加 えて返す ことができると教 えられています。

｢お およそ,持 っている人は与 えられて,い よいよ豊かになる

が,持 っていない人は,持 っているもの まで も取 り上げ られる

であろう。｣(マ タイ2529)

最近,こ の仕事は,主 が自分の才能 を伸ばすように与えられ

たものだと強 く感 じるようにな りました。

3年 目の昨年4月 からは高松城米蔵丸跡の発掘調査を担当 し

てきました。その結果,築 城以前から生駒･松 平時代,明 治時
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代 にわたる高松城の変遷を知るうえで貴重 な遺構が多数検 出さ

れました。 そして,当 初の予想をはるかに上回る成果 をあげる

ことがで きました。この間,新 聞,テ レヒなどで何 回とな く取

りあげられ,調 査員 としての喜びと責任の重要性 を自覚 させら

れ,神 様の祝福 を感 じずにはいられ ませんでした。

間 もなく教職 に復帰 する予定ですが,こ の経験 を多 くの生徒

たちと分かち,考 古学 に関心 を持 たせることができれば,と 願

っています。(い けうち･あ きの り 高松 ステーキ部高等評議

員,1953年 生 まれ)
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各 地 の た よ り

りました。

ところが,一 時ユニッ トの再編成 の話

が持ちあが り,再 び船橋支部 と共同で建

物 を購入する計画が示 され,支 部存亡の

危機 となりました。 しか し,こ の話は神

崎ステーキ部長 の決断(主 の恵み)に よ

り,そ れぞれ独 自で土地を購入 して良 い

と決 まりました。

現在 の土地購入 に当たっては,ゴ ル フ

場を見下ろす斜面で雑木林 となってお り,

数 多くの困難や試 しがあ りましたが,当

時の萱嶋支部長の｢ま さしくこの場所 に

教会 を建 てるべ きで ある｣と の強 い確

信･霊 感により,1983年11月 購 入が決定

され ました。(3代 目支部長,村 上正博兄

弟)
くわ

1984年 鍬 入れ式,1985年7月 完成,献

堂式。 まる1年 の建築期間は,基 礎工事

に相 当の期間を費や し,遅 々 として進 ま

ぬ工事 に,我 々の信仰 を試 されたかのよ

うで した。

しかし,完 成 した今,教 会堂 はゴルフ

場側 から見 ると,真 に強大 なコンク リー

トの どっしりした基礎の上 に,心 清 き聖

徒たちの集 まる｢主 の家｣と してさんぜ

んと輝 いているのであります。

この間,1985年3月 にはワー ド部 にな

り(船 橋支部 は1984年 八千代 ワー ド部と

なる),聖 餐会出席人数 も100名 を 超える

ようにな りました。岡本･井 上両地区代

表のホームワー ドでもあ り,彼 らの模範

を手本 と して伝道 活動 も活発 にな り,

1985年 には25人 のバプテスマがありました。

これ まで信仰 を表わ してくださいまし

た会員一人一人,ま た働 いてくださいま

した宣教師一人一人に心 から感謝 し,こ

れからもますます,主 のみ業 がこの地で

進展するよう共 に頑張 っていきたいと思

います。(鎌ケ谷 ワー ド部監督･村 上正博)

重松征史監督

敷地 面 積661m2

建 築面 積236.63m2

延床 面 積469.48m2
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ご承知のように,そ こでは昨年｢EXPO

'85
｣が 開催 されました。その開催期間中

に,牛 久は土浦支部 を母体 としてワー ド

部 に昇格 し,そ の後す ぐに牛久駅近 くの

緑の多い閑静 な地 に,新 しい教会堂を神

様からいただきました。

牛久の教会堂は 日本 で初 めて,室 内は
じゆうたん

もちろん廊下 も絨 毯 が敷 かれています。

それだけに雨の 日は神経 を使 いますが,

管理人さんの努力のお陰で美 しい教会堂

が維持 されて お り,そ の ことが道行 く

人々 に清潔 な良い印象を与えています。

昨年9月29日,神 崎良太郎 ステーキ部

長によって献堂 され ましたが,献 堂式が

行 なわれるまでの1カ 月近 い間,私 たち

は,カ ナンを目指 した古代 イスラエル人,

あ るいは リーハイの一行の ごとく放浪の

民となっていました。

土浦で借 りていた貸 しビルの契約上,

教 会堂の引 き渡 しよ りも1カ 月前に,ど

うしてもそこを立 ち退 かなければなりま

せんでした。 ところが,ど の公共の集会

場 も宗教 活動のためには場所 を提供 して

くれません。それな ら教会 という名を伏

せて借 りては…… という意見 も出ました

が,｢安 息 日に主のみ名 を隠す ことはでき
ゆきふみ

ない｣と の重松征史監督の一声で,再 び

皆がいろいろと努力 して集会場 を探 すこ

とにな りました。

あれ ほど決 まらなかった集会場 も神権

役貝が各方面 に当た り,説 得 のかいがあ

14
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各 地 の た よ り

⑫ 月昭 された
JMTC第79期 生

7名 の名簿

11213456
7

S:ス テ ー キ部,W:ワ ー ド部

B:支 部,M:伝 道 部

鰻
霧

嚇

繋!･

},

･毒

孟

》

瓶
懸

ム爆

■
ド

,騨

ー

望
鍵

翼
難
翻
灘

欝
雛
》
饗

諭
繭

難

嘱

ポ

ぎ

喜

盆

｢鰯

､

､諜 氣 …_饗 螺 麟 …

〈名前>

1.颪 踏 豊 彦

2.井 椿 康 次

3.福 原 明

4.谷 川 亜 紀

〈出身地〉

名古屋S/豊 橋W

東京南S/渋 谷W

名古屋S/豊 橋W

福岡M/大 分B

〈伝道地〉

福岡伝道部

名古屋伝道部

福岡伝道部

神戸伝道部

〈名前>

5.荒 木 敬 子

6.宮 城 圭 子

7,縫 罷 敬 子

〈出身地〉

福岡M/八 代B

大阪北S/花 屋敷W

仙台M/八 戸B

〈伝道地〉

岡山伝道部

仙台伝道部

東京北伝道部

1編集室から

レ｢聖 徒の道｣の 原稿を常時募集して

います。各地のたよりには北は稚内か

ら南は沖縄までの幅広い話題を採リあ

げたく思いますので,広 報ディレクタ
ーあるいは各種催し物を担当する高等

評議員/地 方部評議員の方はレポータ
ーを手配してくださるようにお願いし

ます。

レ5月 号掲載分の締切は3月10日(必

着)で す。投稿には必ず連絡先(電 話

番号)を 記入してください。

レあて先:〒106東 京都港区南麻布5-

10-30末 日聖徒イエス･キ リス ト教会

｢聖徒の道｣編 集室 容03(444)5264

･勲 鋤

_燐 し議賦.

1灘蕪諏 屡燕
(増補改訂版)A4変118頁600円
全面的に改訂が加えられ,系 図を探求し,｢家 族の記

録｣を 系図サムビスセンターに提出するに必要な段階が

詳しく例示されている。さらにこれまで別途に出版され

ていた｢記 録提出の手引き｣が 巻末に付加された。正し

い記録を提出するための必携の書。

モルモン経の2冊 目は

ソフトカバーを

昨年9月 末に出版されたソフ トカバーのモルモン経は,

ハー ドカパーと同しサイズであるが,軽 くて開きやすく,

電車やバスの中でも片手で読める。なお,定 価はハー ド

カパーと同じ450円。

聾

鱈 ゴ晦 磯
　　 わ曽ら

縛

灘
簿
叢郵賑,

瑛逮1離 篇

､輔醸
髪

燗

鎮

べ 踊1

渋谷ブックセンターの嘗業時間は下記のとおりです。

●火曜日～金曜日(10:00a皿 ～6:30p皿)● 土曜日,祭 日(10:00a皿 ～4:30阻)

●日･月 曜日はお休み。なお,祭 日が月曜日に重なる場合は閉店させていただきます。

皆様のご来店をお待ちしています。

●おわび●2月 号で表紙説明｢新 しく出版された讃美歌集(英 文)の 紹介Jが 抜けていました。おわびします。
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蛋

響

藝

嚢

蓬

繭、

課

蕪

勢 黛

蒙

議

蓑

鱗

難

騒

墜

あります。実 はアモス ・スィシガr 、ξい、

う老くのこ煮なんです。彼 にはなかなか

頭のいい孫がふたりいて，.一緒 に住んで

いるんですが，.彼 はそ の孫た、ぢにレッス'

ンをして，ぜひ教会 に導 いてや つて く、れ

と言 う為です。なん1ζか教会員1革なって，

裡福 牽受 けさせて辱しいと言りんですよ。

号れで先週硲本曝 甲に初 めて稼 うにレ

ッスンをしたんで亨。、おじいさん瀬丁緒

にレツス騰 鴨 饗 く継 峡 ・私妨

は神様 やイエス樺4)こ ぢ 聖霊 め尋とや

祈 りのこと嬉g 、いてい.ろいろ話 したのマ

すが， レッス薯が終わってから，私牟ち

はび?く り.するような話を聞 り燕んですg

彼帽 っていたよう聯 は今ま難 も既
、

ル】、なことはあったのマすが。自分が実際
・嘩 験するすは思いも劃 離 んでした6

79蔵の彼は，15く らいのどき麹ら 「自分"

㊨部峰4)ま じない騨として礎修行奪積ん・

できていま城Q「 ひいおじ騨 んから敦
えを受けてきてし}準彼橘 鱗るか昔のナ

バホインデイアンの信仰に対し宅，信じ

られないよう参記謄蒼持ってい準んでサ

そ晴 からの書嚇 鷲 鰯 か る層 ま』1㌧
「今
で は あ ま り し)な い よ うで す 。

餌 どのよう機 聾 鞠 礁 織'
組織 を学んだかも教 えて くれまぴ樽1・鶴☆

は，「モルモンの教 え」以外 はどれも澱 な

間違 っていると言うんです。 そして，、私一，

たちの教 えていることは，今で こそナバ

ホの宗教も奪むマている糖 昔のナバホ

族の教え鑑瞬財 蕉鱗識懸 じ表。そし
て 「蝉 磯 鰻 難躍 艦 簿 辮雑

球猷 にぷつ礁 灘 .灘辮 撫 誌
ぞしてそこ力輔 麟 購 魏 議 人に

と魂 繭 嚇 み鱗 職 雛 るという1
こと，1ま是，'発り灘、時麟再び来 られると.r

きには.矢 憾め歌寮庭麟誰義露栄光のう.

ちに下うて輝 欄 鞭 磐， うなことぎ

聯 》て鱒 齢 難1叢 竪 彼はひし)

1覇 いさん嫉.麟 輩 態 の歌う歌蟄 うも
のも勧 饗 鰭 羅 の一部分

、、婦?で く構 した議 讐 御 知礁

驚では，その歌を知っ{騨 餐雰は，、今ご
の燦 ふた，り料 撰 頃 難 鰐 、彼は

嚇 ㌔晦kee嫁aa$H1・ 磯 に弊 、ふ
・た，り)・とい牽 説嚇 繁 鶴 羅 ・㈱ 、
『人が 自分 の民に福音を伝 えてくれる

、こ、む

を語 りました。.そしてこう言 っ癬め欝ず

『毒なたたち1賜 まさしくこの話の人た
、

ちだ』と己」r 、

話を終 えたネイラー長老の 目は"、涙セ

ぬれて、い率レた。
「君たち

、も知 塗でいるど思 うが…唖」私

嫉こう切 り出 しました1そ れ らの ことは

みな・・癌 モン鯉 牌 瀦 さ郷 堕

んだよ。君たちのいるこの場所で，この

ように聖句牟成就するつていうのはどん

な気拷・ち牟なq壼一「.

ジェンセン畢老が言いまし表誌騒云道に

出ていなか、っ顔う，、ζういうこと嫉経験 』

瀦趣 か賭 撰 で殉 ・」乞.
「そう1だ茜 」

、私は答えまレ熊。願ふなり
ずつ組んでこ，璽ほこりっぽい道を歩しマ

来た零勢の母老霧うのこと鷺考農瀦ごう

病 ζ鱗 禰 慌 藩 立馨 旨織 の蜘
働 噛 騰 醸 翻 讐 騨 纈 たち.

の間鯉 麟 欝 融 欝 謁 勲}「
レ』マ然 鰻 霧 繍 聾 の欝 脚1

黛為鱒嬬'1零捲浄響賠灘糞婆と向じ業1こ・
、1働く者汝蔭φお陰塗んだ。

..先週一緒に煽殉チマカイ講で歩いて行

鱗 鞭 う・・、箔麟 顔 曝 老たちがゆ

、欝 讐 磐 を轡 轡 ヂ無
罷二瀬 寵 と駆 ㌃ 輝 蛤 聯 つた

獲だよ。ぞの日④朝の糞会の話者φ中に1
顔立ぢのき黙?鴬琳 鞍 デバホの少年が.
いたんだ・黙 前聯 勲 が初めてらし<・

おびえた様子でね。ぞれオも信仰ど強い

証眞支えら麹て験るようだっだ。づい数

「辮 嚢隷 灘 繋 騨 つ
憾翻 鱒 賑 老麹 ぴどりの男とそ・P
の聾 レ郷 羅 難 た繍 ぬかる激

1 騨 櫛 、の勲 構 勧 ラックで行け鰐 、

幣 鷲 き縫 礫 韓 姻3キ 曝 ど
懸.簿 雪齢 き卿 翻 弊 璽 黙 ・
麟 鱒 う響1麟 うの献騨 辮欝、、1
、き1墜，?て 鞭 はバプテスマを難

難 謡 講 ：縫騨，即 若i勧輔衆繭 、。
か麺 識 騨 酵 瞳 柳 雛 だ識1

.

1 鰭 療 蝿 癖蜘 菊 購 麟 に津，く
の購 辮 蝋 謄 弊 鰭 鯵 る酵

漁 鱒 撰 じ欝 撚 める勲.鯵 に・
'薗嬢 無 行蜷 鞭 禦 縁鞠 額》)うr』・

の捻実羅域ば鞭、葺贈冒険鍵導 」、̀ 寧1・
ロ ミヰ

曝 聯 限 ，趨 鷺 草賑 っぺ拶かう

降 りるの拶大冒険のように思ったこ
、≧が 、

あるんでマ が， ここ嬬着いたば期 りの頃

犠 インディアン俸母地を奔ちこち行 く

ことカド， もう私 たちにと?て は大冒険で、

したよ。.新 しい言葉 や土地，人，習慣 に

なじめるかどうか心配だったんですけど，

今では彼 らを愛せるようになったし，.ほ

かの何 修も代 えがたい経験をしていると

思っています。」

「君去ちにケンプター長老を知うている

だろ?」 私 は尋ね ました。「この周彼から
り

手紙 をもらったんだが，その中で彼は『お

も1しろい経験 をした』rと言つてこう書い'

て きたんだ。

『家庭の夕侭揮終わっ《 おいとまレよ

鰭 讐 い越 響 映 その麺 郷 『1

勲 騒 施 クの所 までや旋 来鴎 私降
`やきが欲しいかど聞嚇た

のです。私 ほや

、ぎは小 さすぎて食用犀はならなや し，1飼 、，
う場所 もないと言 いました。伝道部長は，
Pやぎをくれ るということがど1ういう

こと

がおわか りで しょうか。あとになってわ

ガったのでず糖 それ は若い女性 の結婚

碑 鱗 酵 舜 喫 鯛 熱 が勲 つ
た賄きは びっくりじ頴 しま噂 講し羨。

でも岬 は卿 離 福 秘に壁 拠磯 ・
、脚

があり離 ん鵬
.膨、、

私の融 た黙 醜 冒険と健 うい誓
「

ことかわかる鱒 撫 鯨 紳 穫 綬 ・

けとったり塊 いよう気を?け神ましい、、
んだよ。

反対 に今度 は田舎やインディアン保留 一，

鞍 黙 髄 穣 靱 出ている姥 たガ
藏艶難曖表掩渓i猿ら!ζはチャレンジの多'、

麟 晒 鞠 麟 脚 踏塵 あるようだ6・

麟 引 ザ スチ鷲 鑛 老を知っている1

力緯 」

「逢え知アで瞬ます一黒い籟嬢毛に黒

.噸 聾 去.ナ鯵 髄 嘩 都 鱗 ど

や讐 韓 紘 擬 き嫉 顔瞬 れるの
力 不 思議 に思づていたんです。いい長

老餐 しiた。」r

rそ う毒確かにいい長老だったよ。彼力 「

1らもち った手紙 にこんなことが書いて苑

った・『丘タ州プロボのMTC(宣 教 頗訓、、1、

練センタ→1で の第1日 目と2甘 目の出 一「

蒸 事 をお話 ししたで、レよう』か。1「当時1

螺Gに 行 嚇 嫌 多の 中で・・ナノ凡ホ課

、、麩話せる汐)は，1、私 ひと、塑だφたのです。
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家族や友人，教会員の愛と援助に

支えられて，(母親と一緒の)シ ー ・

ピーターソンは，みずからを適応

させ，決 して人生の喜びを見失う

ことはありません。
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シ ー ・ピ ー ダ ー ソ ン1

榎範薗で，しかもユニークな

案目圏徒
ジー 二一 ・タ カ パシ

』譲

カナダ人のシー・ピーターソン

は，ベンジャミン王が語 った
「主が負わせたもうすべての

ことに喜んで」(モ ーサヤ3：

19)従 うのである。

購

欝

懸

懸 灘 、

鍵

カ
ナダのアルバータ州エ ドモン トン

に住む， フランク ・シーデル(シ

ー)・ ピーター ソンは，模範的な末 日聖徒

です。

勉学にいそ しむ傍 ら，彼はインスティ

テユー トや教会の集会にも出席 していま

す。 またホームティーチングをこなしな

が ら，野球の試合 やコンサー ト，映画な

どにも出かけて行 きます。茶色の髪 に青

い目の彼 は，2メ ー トルの長身 ながら非

常に謙遜 な人です。彼はまたワー ド部の

ソフ トボールチームのコーチでもあ りま

す。 どこから見て も模範的な人です。 し

かし模範的ではありますが，彼 をお もし

ろ味 のない平凡な人と非難する人はだれ

もいません。人に勇気を与え，援助 の手

を差 し伸 べるという点では，彼 はだれ も

が認めるスーパースターなのです。彼の

才能はどれも人とかかわ りがあ ります。

彼 自身も決 してその才能 を隠そうとはし

ません。「シーは，実 にすばらしい影響力

を持 つ人です。」ラス・ブ レイ リーはこう

語 っています。「ホームティーチングの同

僚 として，彼は非常 に信頼のおける人で

す。ただ，彼のお母 さんがいつも一緒 に

ついて来る というや り方に慣れるのには

苦労 しました。」

「そうなんです
。私にもラスの気持 ちが

良くわかります。」ソフ トボールの男子チ

一ムの主将グレン ・ハ ドソンは言 ってい

ます。「シーがはじめて私たちのコーチに

なった とき， いつもそばにお母さんがい

るので， どうも奇妙な感 じがしたもので

す。」

シーが母親 に頼 り切 りというわけでは

ないのですが，必 ずだれかが(普 通は母

親 のアニタ ・ベギーンマンが)常 に付 き

添っています。 というのも，彼は1975年

3月1日 に起 こった鉄棒 からの転落事故
ま ひ

以来，運動機能がまったく麻痺 して しま

っているか らなのです。彼 にできること

は，見ること，聞 くこと，考 えること，

唇 の動 きで言葉を伝 えること，そしてほ

ほえむことぐらいなのです。

事故 に遭う前のシーは，十代 の普通の

末 日聖徒の少年でした。6人 兄弟の長男

であった17歳 の彼 は，学校 の勉強 よりも

スポーツを愛 し， ピアノを弾 き，弟や妹

たちをそして時には母親をからかい，手

をやかせる普通 の少年 だったのです。彼

には，19歳 になったらす ぐに伝道 に出る

というひとつの大 きな目標があ りました。

そのシーの健康な体が，一瞬にして動

糞

かなくなって しまったのです。彼 は運動

機能 をすべて失 い，呼吸することも話す

ことも，食べることもできなくなってし

まいました。そのうえ，一 日中生命維持

装置 を付 けたままという状態が統いたの

です。

突然障害を背負って しまった人は，普

通 そのような状態を受け入れられるよう

になるまで，否定的 になった り，腹を立

てた り， いろいろ苦 しむものです。 しか

し， シーを担当した医師 たちは，彼が怒

りをぶつけることも気落 ちすることもな

く， さらには絶望感や恐怖感す ら抱かな

かったことに驚かされたのでした。

ところが，シーは肺炎 を併発 して しま

いました。母親 は， シーの前の監督であ

り良 き友 でもあるロバー ト・S・パターソ

ンに祝福 を依頼 しました。パターソン兄

弟は祝福 の中でこう言ったのです。「あな

たが事故 に遭ったことには大きな意味が

あるのです。あなたは天父のみ手にあっ

て，現在神 を知 らない人々に神のことを
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ひ

知らせる手だてとなるで しょう。 これが

あなたに与えられた使命です。あなたは

この世 に来る前に,そ の使命 を受 け入れ

たのです。その使命を立派に果たすなら

ば,あ なたは永遠 にわたってそのことを

天父に感謝するでしょう。｣

シーの母親 もまた,主 の愛 を証 として

経験 しています。シーは当時 を思 い返 し

て こう語 っています。｢母が私 に,も し二

度 と歩 くことも,話 すことも,ピ アノを

弾 くことも,ス ポーツをすることもでき

なくなったらどうするかと尋ねたことが

あります。それは私 自身ずっと思つてき

たことで した。私はこう答えたのです。

『大丈夫さ。できるときに十分やってき

たんだか ら。ほかにできることを考 える

よ。』

母が話 して くれたのですが,私 が事故

に遭った次の 日,母 はベ ッドに座 り,泣

きながらこう言ったそうです。『天のお父

様,ど うして私の息子がこんなことにな

らなければならないのですか。』するとい

ろいろな思 いが母の心 を満た した という

のです。母 はそれが聖霊 の導 きであると

感 じたので,私 の机 の上 にあった鉛筆 と

紙 をとって,そ こに心 に浮かんだことを

書き記したのです。それ にはこう書 かれ

ていました。『この世は,神 になるための

訓練の場です。大切 なのは私たちにふ り

かかる試練 にどう対処するか,そ れらを

生活 にどう生かすかということです。試

練 を成長 のためのひとつの手だてと考 え

れば,ど んなことで も私たちの力 となる

のです。 この世は,天 父 と再び共 に住む

ための準備の場であり,日 の栄の王国で

のチャレンジや大いなる責任 にふさわし

くなれるよう,霊 において,性 格 におい

て,強 さにおいて成長する場です。 シー

の生涯の中でこの時期は,新 しい経験 を

積むチャレンジに富んだすば らしいもの

となるのです。 また彼の持 っている才能

はどれひとつ として失われることはな く,

今 はただそれ らを傍 らに置いて,別 の才

能 を伸ばすときなのです。』

何カ月かが経 った頃,シ ーは動 けない

というだけで,受 け身の生活に甘 んじて
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はいけないと思 い始 めました。彼にはま

だ人に与えるものがたくさん残 されてい

ました。彼 は,人 からの援助 を愛 と感謝

の心で受けることも,人 に｢与 える｣ひ

とつの方法であることを学んだのです。

彼は実に多くの人々か ら愛を受けてき

ました。そのいくつかをあげてみましょ

う。 まず,母 親が毎 日病室 を訪 れ,何 時

間も共 に過 ごしてくれたこと,家 族の皆

が愛を示 し,支 えて くれたこと,病 院 の

医師や看護婦が手厚 く看護 して くれたこ

と,彼 の所属するステーキ部の初等協会

の子供たちが2千 ドル もの資金を集め,

車椅子をバ ンに乗 せるときに使 う水圧 リ

フ トを購入 してくれた こと,エ ドモン ト

ンのワー ド部独身成人が ミュージカル コ

メディーを上演 して見せてくれ たこと,

彼 の4人 の義理の姉妹たちが ミュージカ

ルを演 じてパ ソコン.の購入資金 を調達 し

てくれたことウ そして地元のラジオ局 に

勤めるニュース レポーターのボブ･レ イ

トン兄弟が,シ ーの生活を2部 にわたる

ドキュメンタリーとして制作 してくれた

こと,ド キゴメ ンタリーは一度 しか放送

しない方針 の局 が,シ ー･ピ ーター ソン

への反響の大 きさに何度か再放送 したこ

と,そ してついには,そ の ドキ ュメンタ

リーのサウンドトラックに,一 連のスラ

イ ドが組み合わ されて耳で聞くだけでな

く目でも見れるようになったこと,レ イ

トン兄弟がそれをファイヤサイ ドや学校,

地域団体 に何度 も携 えて行 ったことなど,

実 に様々です。視聴者から寄せ られた手

紙の多くは,学 生からのものですが,こ

れは,シ ーが確かに主の器 となって人々

に神のことを伝 えていることを物語 って

います。ある少女はこのように書いてい

ます。｢あ なたの信仰 と,事 故を直視 し,

受 け入れている態度 は,私 にも信仰 を持

つ気持ちを起こさせて くれ ました。｣

しかし,シ ーの受 けたものは,最 初は

どれ もがみな歓迎できる ものばかりでは

ありませんで した。1977年 の ある日,ド

ゥエ ン･シ ンプソンという若者が シーの

病室にやって来 るな り,テ レビを消 して

こう言 ったのです。

｢シ ー
,君 は一体何 をしているんだ。 ど

うしてテレビなんかで暇をつぶ している

んだ。君は頭がやられたわけじゃないん

だぞ。どう して頭 を使 おう としな いん

だ。｣

シーは驚 きました。 これには母親 も憤

慨 してしまいました。 しかしドゥエ ンは

続 けたのです。｢シー,ぼ くは自分 にでき

ることはどんな ことでもして君 を助けよ

うと思 って,こ こに来 ているんだ。｣それ

から彼 は,自 分 がシーの家庭教 師として

の役 目を受けてきたことを話 したのです。

それ以来,シ ーの生活 は劇的 とも言え

るほど大 きく変 わ りま した。｢ド ゥエン

は,私 にとって,今 までの生活 を改 める

ために必要な人だったのです。私 はそれ

まで,自 分 にできることなどないと思っ

ていたので,何 もして いなかったの で

す。｣

そのときからシーは,高 等学校過程 を

修める努力を始めたのです。今彼は,大

学 に入 り,社 会事業学の学位をとること

を目指 しています。

しかし,こ のような障害を持 った人は

どの ようにして勉強をするのでしょうか。

彼の場合 はカセ ットを聞いたり,家 庭教

師の話 に耳を傾 けたりしています。 また

家庭教師が彼 にいろいろな質問をし,そ

れにシーが｢口｣で 答 えるという方法を

とっています。 しか し,シ ー は声 を出す
どくしん

ことがで きないので,家 庭教師が読唇 し,

答 えを書 き出 して,そ れ を通信教育学校

に送 り,採 点 してもらうようにしていま

す。 これは大変 時間のかかる,も どか し

い勉強法ですが,シ ーは,冗 談を交 じえ

なが らこう言 っています。｢今までになく

いい成績がとれていますよ。｣こうしてシ

ーは
,丁 寧に｢受 ける｣こ とを学びなが

ら,同 時 に無私の心で人々 に与 えること

も学んでいるのです。彼 はいろいろな障

害や困難を抱えて苦 しんでいる人々,悩

んでいる人々の良 き相談相手 となってき

ました。彼 に相談 した人たちはみな,勇

気 を得て帰 っていくのです。

シーは相手の気持 ちをくみ取 り,状 況

をよく見なが ら考 える人です。こうして

馴
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野球チームの コーチ以外にも，シー ・ピー

ターソンはワード部の遠足に参加したり，

ホームティーチャーの訪問を受けたり，母親

に声の代わりにな ってもらいなが ら，ホー

ムティーチングを したりしています。
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人々に手 を差 し伸 べ，教会に導 き，再活

発化 させる大きな力 となってきました。

シーのいた病院のある看護婦 はこう回想

します。「私は朝方3時 頃 にシーと話 して

いて，はじめて教会の;と を聞 きました。

彼 は，私 がこれまでずっと抱いてきたい

ろいろな思 いをはっきりさせてくれまし

た。そのあとで彼は私 に，宣教師の話を

聞いてみる気はないか尋 ねたのです。私

はす ぐに返事をし，1983年8月 にバプテ

スマを受けました。」

デビッ ド・マクタ ビッシは， シーから

影響を受けた数 多くの人のひ とりです。

「不活発だった私が教会 に戻 って来 たば

かりの頃は， シーに対 してあま り良い気

持 ちを持っていませんで した。で も彼の

模範的 なまでの教会 を受け入れる態度や

信仰に加え，彼とのたびたびの話 し合 い

で，私 は教会 との間にあった壁 をうまく

取 り去 ることができたのです。彼 はまた，

私 の今 の自分に対する不安 を吹 きとばし

てくれました。」

G・ ボン・バスイズ夫人は，背の高い金

髪のおばあさんです。彼女 はシーの物理

療法士 であ り，良き友人です。「私 は，シ

ーが十代から今 の立派 な若者になるまで

その成長 ぶりを見てきました。 シーとは

長いつき合 いです。病院には， シー以外

に私 のことを本 当にわかってくれる人は

いませんでした。私 は自分の若 い頃のこ

とや，音楽の こと， お金 のことや政治の

こと，家族の ことなど， なんでも彼 と話

し合 います。私が ドイツにいる家族 を訪

ねると，彼 らは決 まって『シーは元気P』

と聞いてくれます。戻 ってくれば， また

シーは私 の好 きなレコー ドをかけてくれ

るんです。 シーは本 当にいい子ですよ。

頭 もいい し，元気だし， ただ体が麻痺 し

て いるだけなんです。 それ だけなんで
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す 。」

もし皆 さんが シーの部屋 の藤でそ箆 裕 、

立ち止 まってみれば， コンピ≠7夕 を前 一

にしたり，イヤホーンをつけてカセット

に聞き入った りしている彼の姿を見るこ ・一

とができるでしょう。カセットの中身は，

標準聖典(彼 はこれを，少なくとも4回 ，、

は聞いている)や 大会説教匙物語や学校1

の レッスン・タバナクル聖撒聯か、ら㌘ 』

シック，ポピュラーに至るまセ広範囲 に

わたった音楽など様 々です。

シーが大分人手 を借 興 く磯
、済墜 、、、

うになったのは， アルバータの ワーハ，ビリ

テーション機関が，1978年 に彼 のなめに

ユニッ ト式の電動 コン・トロール装置を設

置 してからです。』』コン トロール レバーをガ

下唇で触れるだけで，』その装置のすべて ・

のスイッチ、を点滅 できる¢)ですσもちろ1

んその装置で看護婦 を呼ぶ こともできま ・y

す。ま孝彼 は， その装置に緯 み込まれだ

改造コンピュータを使っで，10年 ぶ、りに 、

自分 の言葉 を人々に伝える・ことができる

ようにな りま、した。「ごのお陰で，今ま

で不可能だつ熔 とが噸 昨 な魅，レ
た。」・彼はぞう語っ∫いま瀦融1薩れを勉 ・

、強嫌 め嘩 睦 いと思曝 鱗 、勲 マ

申分の竿涯の記録を書きた幌と墨い零す・1

もつと勧 す桝 紳 もでぎる範1こ
なると思 いますも」

・ き，よ う じ ん 一

塗 解 鱒 馨 、賎 継 れもなく福
音嬉 邪 嘩 す1彼 は1977年の11月に

長老だ聖任 きれ11982年 の6月22日 には，

アルバータ神殿 まで，480キ ロの旅 をし

て自分のエンダウメン トを受 けています。

何年か前にシーに祝福師の祝福 を授 けた

神殿長の ビィ・A・ウ ッド兄弟は，エンダ

ウメントのセッシ ョンの間，ず っと彼に

手を貸 してあげてい ました。

シーは，不 自由な体 を現実 として静か

に受 け止めていますが， しかしなお生 き

ていくことは決 して容易なことではあ り

ません。 その不便 さと限界はさておいて

も，彼はいろいろな副作用に耐えている

のです。 たとえば，絶えず人工呼吸 に頼

っているため，血中ガスのバランスが崩

れ，ひどい幻覚症状 を起 こすのです。こ

幡鰹勲騨轡灘繕欝1鱒癬蝋

序嘩 硯 榊 れ載 濤 それ軸 癩 ・『・

御 天郷 磯 轍 麟 解 と力噸 享び

です・ユ蕪 物 響 審醐 鰭 鱗'
し1?も笑顔を絶やさない勲π'1まゲだち，

1の悪恥いたずらが犬好きをめ溶ず。あるr

.

.瞬 鱒 勧 姉 り・一 眠 回の醗 の
た堕に母親潜痺院に出かけたとき、爾こ彰 、

ですσ，、彼女賑 鱈 木熱 鋭 翅 、瞬
げま》たρぶ桂り璽病院の事務算炉真剣

な面持ちでンテの耶犀の近ぐ栢座ってい

るのです。部屋め ドア縁閉まづていまし

1毒潔 鰻灘 慧誓 警乳
罐 礁 ジ論駕 鞭 、無 塑 趣 せて.

鱒 齢 鱗7望 麟 難7晦 ま◇
鍵 そうに勧 測 だ・、嚇 嚇 響 鱒
乖 行 って シーツ牽は力韓 奪みると，その

、下でぽシーが笑うて瞼たのです。 そこへ
1ぶ たりの事務員が入姿て来で

》笑 いの渦

となりまレrた;…6・

シーは家族全員 畔 購 警 働 みと

なっています。，御の一番下 の妹バー ビー

はこう言?矯)ま す。「事故 が起 きたと

'き
，1私はまだ5歳 でした。ですからシー1
1rのこ ういう状態は

，私 にとって 自然なん

で す。重荷で も何 でもありません。 もし

彼が自分 から騒 ぎ立てていたら，私 もま

た家族 もそう思 ったか もしれませんが，

シーはそういう人 じゃあ りません。です

から少 しも負担に思ったことはありませ

ん。ただ彼 をもう少し楽にしてあ・げたい

と思 うことはよくあります。・でもそ の必

要 はないのかもしれません。今 までも大

勢 の人々の生活に祝福 を与えている んで

すから。 いつかまた，ぜひ元気な体 に戻

ってほじいと思います。 シーは本 当にす

ばらしい人です。」

シーの父纏 フランク ・ピーター ソンは

こう話 しています。「彼が動牡なくなった

ことは，確 かに残念なことです。でもそ

れ以外 は何 でもできるんです。私 は彼 を

誇 りに思 っていますよ。」

シーは強い証を持っていて，それをと

蚤ぎゼき私：愛i董妻舞 がち合 マ《.く1れ蔀1す逼、

，の感騨 バックに伝惣1く 樋 のです・

琴 鱗 上で嘩 瀞 齢 目的のひとつ`は糞 試されること
，すなわち天父のみ も

どに帰るにふさわしい ことを証明する之

とで鮮 ですから繰 解 与えられる試

、練は掌 煮でいくうえマ欠癬サ蓼い大切な

・鱒 磯 だれも鱒 らか筋 法で試さ

締 解 熊 ・羅 で大購 のは1それら
の試練馨どう慶、け止め，そこからどう成

長し亡のく嬢ζいうことです。・試練は障

害物1革もなれば，足醗牟ηにもなるのです。、

』私は聾 の生喚 舞 φ会員聯 るこ'

、曇にトまた神権輝葦海鎌れていることに
・騨 薪，蕉騰 す・攣 瓢 支えてくれ

瞬 鷲 轡 麹 擁 鯵 を)て くださる

鱗 躰 鞭 撫 馳 感齢 てし】離灘
・、翠 纏 灘 輝 舞 枷 を繋 ・
答えてくださる託 蜘 蓼 障 鱗 ま

た，救い主イエス ・キリス トが私 たちの

ために払 ってくださった犠牲 に感謝 して

います。私の身 に起 こった事故は，天父

が私のために用童してくださった計画の

中で，.特 別塗目的があった と確信 してい

，ますρ

私 に与 えられた試練 は幸いにも目に見

えるはうきりしたものでした。ですか ら

多くの人々がらたくさんの励 ましや援助

を受 けることができたのです。皆さんの

抱える試練 も私 と同じくらい大変なもの

で， ただはっき りと外に表われていない

だけかもしれません。皆さんもそれらを

受け入れ，耐える力 を得 てください。そ

して，ぜひそこから成長 していってほし

いと思います。」

実 にシー ・ピーター ソンらしい考 え方

です5動 きの取れない不 自由な体 という

牢獄 に捕 らわれて，内向的 になる口実が

山ほ どあるにもかかわらず，彼 の心は祈

りと奉仕を通 して人々に向けられている

のですδたとえ寝たき りであっても，彼

は巨人 と呼 ぶ にふ さわ しい人 です。シ

ー ・ピーターソンは
，模範的な末 日聖徒

であ り，.しかもユニークな人物 なのです。
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§

串奪串奪串奪串奪串鯨串奪串奪臨

私は旧約聖書の中の「目には目を，

歯には歯を」という戒めが理解で

きません。なぜ主はイスラエルの

子らに，そのような復讐心に満ち

た律法を与えたのでしょうか。

串奪串奪串鯨麟奪彫奪串傘串奪串

解答者

工アメル ・J・モー トン

(レックスバーグ・アイダホ

西ステーキ部祝福師)

ま
ず興味深いことは， この句は復讐

や報復 を承認するものではないと

いうことです。旧約聖書の中で主が言わ

れたこの句は，「恩 には恩，恨みには恨み」
ひ ゆ

という意味の比喩なのです。 その意味 は，

次のパウロの精選 された言葉 に集約 され

ています。「人は自分のまいたものを，刈

り取 ることになる。」(ガ ラテヤ6：7)

旧約 聖書の時代 には，「伯 には目を」と

いう概 念は，裁判官が正 しい判決 を下 す

ために与 えられた原則であり，訴 える者

がみずから処罰 を下す ことを禁 じたので

す。 アルマがその息子コ リアン トンに説

明したように，基本的原則は回復，すな

わち悪を悪に，肉欲 を肉欲 に……善 を善
かえ

に，義 を義に……元通 りに復す こと」(ア

ルマ41：13)で す。あるいは，救 い主が

山上の垂訓の中で言われたように，「あな
はか

たがたの量るそのはか りで， 自分 にも量

り与えられ る」(マ タイ7：2)と い うこ

となのです。

最後の審判 では， 目には目が，歯には

歯が，慈悲 には慈悲が，親切 には親切 が，

そして重大なことに，悪 は今後 も悪の生

活へと回復 され るのです。

救 い主が山上の垂訓を語 られたとき，

主は 「目には目を，歯には歯 を」という

言葉 を引用 したあとにこう付 け加 えられ

ました。「しか し，わた しはあなたがたに

言う。悪人 に手向かうな。 もし， だれか

『

ほお

があなたの右 の頬を打つなら，ほかの頬

をも向けてや りなさい。」(マ タイ5：38

-39)主 は シナイ山でモーセに与えた神

聖な正義 の原則 を取 り消 したのではあり

ません。 むしろ，聖典の真意 を誤 って理

解 していた当時の律法学者やパ リサイ人

の教 えを公然と非難 したのです。彼 らは，

裁きを権威ある者の手にゆだねずに， 自

分 が受けた無礼や侮辱に対する個人的な

仕返 しの口実 として，「目には目を」の原

則を自己流に解釈 していたからです。

イスラエルの子らには，モーセの律法

の一部として特にこのような戒めが与え

られていました。「あなたはあだを返 して

はならない。 あなたの民の人々に恨みを

いだいてはならない。あなた自身のよう

にあな たの隣人 を愛 さなければな らな

い。」(レ ビ19：18)こ の ように，彼らは

仕返 しをするだけでなく，復讐 に通 じる

恨 みをいだくことさえも禁 じられていま

した。それ どころか，彼 らの義務 は愛す

ることであり，復讐 は主 に任せなければ

な りませんで した。(申 命32：351詩 篇

94：1参 照)

このように，救い主が山上の垂訓の中

で人々に仕返 しをしてはならないと教 え

た とき，主はただモーセを通 して与えら

れた原則 を回復 し， その原則からはずれ

ていた世 の教 えを取 り除こうとされたの

です。
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